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ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
統
領
・
議
会
関
係
の
比
較
分
析
に
向
け
て

’n口
血
小
・

谷

子

祐

アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

は
じ
め
に

第
一
節
執
政
府
・
立
法
府
関
係
か
ら
み
た
体
制
類
型

第
二
節
立
法
に
関
連
す
る
憲
法
上
の
大
統
領
権
限

第
三
節
大
統
領
の
党
派
的
権
限

第
四
節
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
統
領
・
議
会
関
係
の
見
取
り
図

結

論

は
じ
め
に

執
政
府
の
長
が
国
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
る
国
、
す
な
わ
ち
大
統
領
が
存
在
す
る
国
で
は
、
大
統
領
と
議
会
の
関
係
が
統
治
の
あ
り

方
を
大
き
く
左
右
す
る
。
と
い
う
の
も
、
大
統
領
と
議
会
は
異
な
る
選
出
母
体
・
選
出
方
法
を
も
つ
た
め
に
両
者
の
選
好
に
ず
れ
が

（

1
）
 

生
じ
、
対
立
関
係
に
陥
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
執
政
府
の
長
が
議
会
か
ら
選
ば
れ
る
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
は
、
同
様
の
問
題
は

制
度
上
生
ず
る
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
（
定
義
に
関
し
て
は
後
述
）
に
お
い
て
は
、
大
統
領
と
議
会
の
関



係
の
あ
り
方
次
第
で
、
ど
の
よ
う
な
政
策
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
実
施
さ
れ
る
の
か
だ
け
で
な
く
、
政
治
体
制
の
安
定
度
ま

2 
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で
も
が
影
響
を
、
つ
け
る
。

一
九
九
0
年
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
、
大
統
領
制
が
民
主
主
義
体
制
の
崩
壊
を
招
く
と
い
う
論
争
も
、
そ
の

（

2
）
 

中
心
は
大
統
領
（
執
政
府
）
と
議
会
（
立
法
府
）
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
も
、
国
民
か
ら
直
接
選
挙
さ
れ
る
大
統
領
を
も
っ
国
は
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
比
較
研

究
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
大
統
領
・
議
会
関
係
の
一
般
的
重
要
性
か
ら
考
え
て
、
こ
れ

（

3
）
 

が
取
る
に
足
ら
な
い
問
題
だ
か
ら
と
は
い
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、
比
較
政
治
学
に
お
け
る
大
統
領
・
議
会
関
係
の
研
究
は
、

一
九
八

0
年
代
以
降
の
「
新
制
度
論
」
の
台
頭
と
と
も
に
、
ま
ず
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
者
の
間
で
盛
ん
に
な
っ
た
（
0

・m・ω宮
寝
耳

g色

P
B
ヱHSN］
一
冨
包
ロ
d
g
Eロ
m
g色
∞
吉
宮
立
［
昌
也
斗
］
）
。
そ
の
後
、
旧
共
産
圏
諸
国
の
研
究
者
が
加
わ
り
（
0

・m・
巴
包
o
s
u汗
同

8
2

［N
O
O
N
］LwoEB〈［
N
c
c
a
］
）
、
ご
く
最
近
で
は
ア
フ
リ
カ
を
対
象
と
し
た
比
較
研
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
百
店
各
ぽ

（

4
）
 

ア
ジ
ア
諸
国
を
対
象
と
し
た
大
統
領
・
議
会
関
係
研
究
は
一
国
研
究
で
は
わ
ず
か
に
存
在
す
る
が
、
ア
ジ
ア
全
域
を
対

［N
C
C
斗］）。

象
と
し
た
比
較
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
旧
共
産
圏
諸
国
に
お
い
て
は
大
統
領
制
ま
た
は

半
大
統
領
制
を
採
用
す
る
国
が
多
数
を
占
め
る
の
に
対
し
、
ア
ジ
ア
で
は
議
院
内
閣
制
を
採
る
国
も
多
く
、
大
統
領
制
や
半
大
統
領

制
と
い
う
切
り
口
で
比
較
分
析
を
す
る
と
い
う
観
点
が
他
地
域
、
特
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
統
領
制
を
採
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域

の
場
合
の
よ
う
に
は
顕
著
に
浮
上
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
一
節
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、

東
・
東
南
・
南
・
中
央
ア
ジ
ア
に
位
置
し
、
あ
る
程
度
民
主
的
な
国
の
な
か
で
、
大
統
領
を
国
民
か
ら
直
接
選
ぶ
体
制
（
大
統
領

制
・
半
大
統
領
制
）
を
採
る
国
は
二

0
0
八
年
現
在
九
カ
国
存
在
す
る
（
議
院
内
閣
制
を
採
る
国
は
八
カ
国
）
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
れ

ま
で
比
較
分
析
の
姐
上
に
乗
ら
な
か
っ
た
こ
れ
ら
九
カ
国
に
お
け
る
大
統
領
と
議
会
の
関
係
を
、
共
通
の
枠
組
の
も
と
で
分
析
し
理

解
を
深
め
よ
う
と
す
る
点
に
あ
る
。

本
稿
で
の
枠
組
は
、
大
統
領
が
議
会
に
対
し
て
ど
の
程
度
「
強
い
」
か
、
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
強
さ
と
は
、
大
統



領
が
そ
の
政
策
課
題
を
立
法
化
で
き
る
程
度
を
指
し
、
自
ら
の
政
策
課
題
を
法
と
し
て
実
現
で
き
る
大
統
領
ほ
ど
強
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
強
さ
を
測
定
す
る
に
あ
た
り
、
冨
包
ロ
巧
阿
南
宮
mmHM《

日

ω
F
z
m
R
2
5
s
m］
に
な
ら
い
、
大
統
領
に

憲
法
上
与
え
ら
れ
た
立
法
に
関
す
る
権
限
と
、
政
党
と
の
関
係
か
ら
み
た
党
派
的
権
限
の
程
度
と
い
う
二
次
元
の
枠
組
を
採
用
す
る
。

憲
法
上
の
権
限
と
は
、
例
え
ば
拒
否
権
や
大
統
領
令
発
布
の
権
限
で
あ
り
、
政
党
政
治
上
の
影
響
力
と
は
、
政
党
の
凝
集
性
及
び
連

立
の
有
無
を
勘
案
し
た
上
で
大
統
領
の
政
党
（
与
党
）
勢
力
が
議
会
で
占
め
る
割
合
を
指
す
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
二
次
元
に
関
し
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
キ
ル
ギ
ス
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
台
湾
、
東
チ
モ

l
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
の
九

カ
国
で
の
状
況
を
実
際
に
測
定
す
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
の
意
義
は
、
第
一
に
、

アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
議
会
・
大
統
領
関
係
の
大
ま
か
な
見
取
り
図
を
提
供
す
る
点
に

あ
る
。
測
定
の
結
果
、
二

O
O
八
年
時
点
で
の
ア
ジ
ア
の
大
統
領
は
、
憲
法
上
の
権
限
が
弱
い
場
合
に
は
党
派
的
権
限
の
強
さ
が
備

わ
り
、
ま
た
、
党
派
的
権
限
が
弱
い
場
合
に
は
強
い
憲
法
上
の
権
限
を
持
つ
、
と
い
う
形
で
二
つ
の
権
限
を
相
互
に
補
完
す
る
形
で

あ
る
程
度
の
強
さ
を
保
っ
て
お
り
、
極
端
に
弱
い
大
統
領
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
キ
ル
ギ
ス
の
大
統
領

は
両
次
元
に
お
い
て
強
い
権
限
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
大
統
領
の
政
策
課
題
は
迅
速
に
実
施
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
民
主
主

義
の
基
本
原
理
の
ひ
と
つ
で
あ
る
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
大
統
領
に
よ
る
恐
意
的
な
政
治

が
懸
念
さ
れ
る
。
本
稿
の
枠
組
の
う
ち
、
党
派
的
権
限
の
次
元
は
選
挙
結
果
次
第
で
変
化
す
る
た
め
時
期
的
な
変
動
が
大
き
い
が
、

測
定
方
法
そ
れ
自
体
は
国
や
時
期
を
問
わ
ず
応
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
二
次
元
枠
組
は
、
構
造
的
に
は
大
統

（

5
）
 

領
制
を
採
る
日
本
の
地
方
政
府
の
分
析
に
も
応
用
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
大
ま
か
な
共
通
枠
組
」

と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
り
、
各
国
で
の
大
統
領
の
実
際
の
影
響
力
が
こ
こ
で
の
予
測
と
異
な
る
際
に
は
、
こ
こ
で
考
慮
さ
れ
て
い
る

以
外
の
ど
の
よ
う
な
要
因
が
影
響
力
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
か
を
個
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
一
点
と
関
連
し
た
第
二
の
意
義
と
し
て
、
制
度
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
、
ど
の
国
の
大
統
領
・
議
会
が
不
安
定
化
し
や
す
い
か
、

3 



と
い
う
予
測
を
可
能
に
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
般
的
に
、
憲
法
上
で
の
大
統
領
の
立
法
権
限
が
強
い
場
合
は
、
弱
い
場
合
よ
り

4 
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も
大
統
領
と
議
会
と
の
対
立
が
お
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
（
ω
E
m
m
2
8品
。
旨
ミ
［

H
S
N］
）
。
と
い
う
の
も
、
大
統
領
の
政

党
が
議
会
で
過
半
数
を
占
め
て
い
れ
ば
対
立
は
回
避
さ
れ
や
す
い
も
の
の
、
少
数
与
党
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
大
統
領
は
憲
法
権
限

を
利
用
し
て
立
法
活
動
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
立
法
府
と
し
て
の
議
会
の
存
在
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一

方
で
、
大
統
領
の
立
法
権
限
が
弱
く
設
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
議
会
で
与
党
が
多
数
派
で
あ
ろ
う
と
少
数
派
で
あ
ろ
う
と
、
大
統
領
は

議
会
で
の
政
策
決
定
に
関
与
す
る
手
段
を
も
た
な
い
の
で
、
議
会
と
の
関
係
不
安
定
化
は
回
避
さ
れ
る
（
冨
巳
ロ
4
5ユロ
m
g色

ωFgm創
立
［

5Sσ
込
ω
2
）
。
こ
の
よ
う
な
見
方
に
立
つ
と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
韓
国
、
キ
ル
ギ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
大

統
領
に
与
え
ら
れ
た
立
法
権
限
が
強
い
た
め
、
与
党
勢
力
が
議
会
で
少
数
派
と
な
っ
た
場
合
に
は
議
会
・
大
統
領
関
係
が
不
安
定
化

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
特
に
、
現
時
点
に
お
い
て
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
大
統
領
に
強
い
立
法
権
限
が
与
え
な
が
ら
も
党
派
的

権
限
が
弱
く
、
困
難
な
政
局
運
営
が
予
測
さ
れ
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
第
一
節
で
体
制
類
型
を
整
理
し
た
う
え
で
、
第
二
節
で
大
統
領
の
憲
法
上
の
立
法
権
限
を
、
第
三
節
に
お
い

て
党
派
的
権
限
を
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
関
し
て
測
定
し
、
第
四
節
に
お
い
て
両
次
元
を
総
合
し
た
大
統
領
の
強

さ
に
つ
い
て
、
そ
の
起
源
と
な
っ
た
制
憲
過
程
を
含
め
た
検
討
を
お
こ
な
う
。
結
論
部
分
に
お
い
て
は
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
知
見
を

ま
と
め
た
う
え
で
、
制
度
改
革
に
関
す
る
提
言
を
お
こ
な
う
。

第
一
節

執
政
府
・
立
法
府
関
係
か
ら
み
た
体
制
類
型

大
統
領
と
議
会
の
関
係
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
ど
の
体
制
類
型
を
対
象
と
す
る
の
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
で
の
体
制
類
型
と
は
、
執
政
府
・
立
法
府
関
係
を
基
に
分
類
し
た
も
の
で
、
国
制
構
造
（

8
ロ
ω
吾
E
g
g－巳
2
2
5
0）
と
呼



アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

ば
れ
る
場
合
も
あ
る
。
一
般
的
に
は
議
院
内
閣
制
・
大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
の
三
類
型
に
分
類
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
も
そ
も

（

6
）
 

こ
の
三
類
型
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
の
是
非
を
問
う
議
論
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
三
類
型
を
使
用
す
る
場
合
で
も
、
細
部
の
定
義
は
研

究
者
に
よ
っ
て
異
な
り
、
定
義
に
関
す
る
明
確
な
合
意
は
存
在
し
な
い
。
例
え
ば
、
本
稿
で
の
検
討
対
象
国
で
あ
る
韓
国
と
ス
リ
ラ

ン
カ
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
大
統
領
制
と
分
類
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
半
大
統
領
制
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
本

稿
で
は
、
議
院
内
閣
制
・
大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
の
三
類
型
を
採
用
し
、
そ
の
定
義
と
し
て
は
、
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る

ω町
五
百
ユ
［
N
8
2
の
も
の
を
使
用
す
る
。

ωHHCmmE
［寄庄一
ω怠
l
S∞
］
に
よ
れ
ば
、
議
院
内
閣
制
と
大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
と
を

分
け
る
本
質
的
な
違
い
は
、
執
政
府
が
立
法
府
に
対
し
て
従
属
（
色

8
0
E
O
E）
関
係
に
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
取
引
（
件

S
S
R－

t
g巳
）
関
係
に
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
議
院
内
閣
制
で
は
、
執
政
府
が
そ
の
権
限
を
立
法
府
か
ら
移
譲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
従
属
関
係
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
議
院
内
閣
制
と
は
次
の
二
点
を
満
た
す
政
治
体
制
と
な
る
。

川
執
政
府
（
首
相
及
び
そ
の
内
閣
）
は
議
会
か
ら
選
ば
れ
る
。

ω
議
会
多
数
派
の
不
信
任
に
よ
り
執
政
府
を
辞
職
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
院
内
閣
制
の
国
で
も
、
「
大
統
領
」
と
呼
ば
れ
る
職
位
が
存
在
す
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
大
統
領
が
直
接
国

民
か
ら
選
ば
れ
ず
、
か
っ
、
立
法
権
限
も
持
た
な
い
。
ア
ジ
ア
地
域
の
事
例
と
し
て
は
、
上
院
か
ら
選
ば
れ
、
主
に
儀
礼
的
な
役
割

を
に
な
う
大
統
領
を
も
っ
イ
ン
ド
が
あ
る
。
一
方
、
大
統
領
制
の
要
件
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

川
執
政
府
の
長
（
大
統
領
）
は
国
民
か
ら
選
ば
れ
る
。

ω
大
統
領
及
び
議
会
の
任
期
は
憲
法
上
規
定
さ
れ
て
お
り
、
互
い
の
信
任
に
依
存
し
な
い
。

聞
大
統
領
は
内
閣
を
組
閣
し
、
憲
法
に
よ
り
一
定
の
立
法
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

議
院
内
閣
制
と
の
対
比
か
ら
大
統
領
制
を
特
徴
づ
け
る
と
、
ま
ず
、
執
政
府
と
立
法
府
の
「
起
源
」
と
「
存
続
」
の
違
い
の
問
題

が
あ
る
。
議
院
内
閣
制
で
は
、
執
政
府
の
起
源
と
存
続
は
議
会
に
依
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
は
議
会
の
多
数
派
の
支
持
に
よ
っ

5 



て
形
成
さ
れ
、

一
旦
形
成
さ
れ
た
ら
そ
の
存
続
は
議
会
の
信
任
を
維
持
す
る
こ
と
で
継
続
す
る
。
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一
方
の
大
統
領
制
に
お
い
て
は
、

執
政
府
と
立
法
府
の
起
源
と
存
続
は
互
い
に
独
立
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
執
政
府
の
長
の
権
限
は
有
権
者
か
ら
の
直
接
の
信
任
に
よ

っ
て
発
生
し
、
そ
の
存
続
は
議
会
に
縛
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
大
統
領
制
で
は
議
会
の
起
源
・
存
続
も
憲
法
上
は
執
政
府
に

拘
束
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
加
え
、

ωFzmm
ユロ
E
a
は
大
統
領
制
に
お
け
る
執
政
府
（
2
2
5
2
0
可

g各
）
の
長
は
、
「
執
行
（

aE

R
E
Zロ
）
」
を
す
る
だ
け
で
な
く
立
法
に
関
す
る
権
限
を
有
す
る
点
を
も
強
調
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
立
法
府
と
大
統
領
の
取
引
関
係

6 

が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
の
類
型
で
あ
る
半
大
統
領
制
は
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す
体
制
で
あ
る
。

川
執
政
府
の
長
（
大
統
領
）
は
国
民
か
ら
選
ば
れ
る
。

凶
大
統
領
は
内
閣
を
組
閣
し
、
憲
法
に
よ
り
一
定
の
立
法
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ω
議
会
多
数
派
の
信
任
に
依
存
す
る
首
相
と
そ
の
内
閣
が
存
在
す
る
。

半
大
統
領
制
で
は
、
国
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
、
か
つ
一
定
の
立
法
権
限
を
も
っ
大
統
領
が
存
在
す
る
の
で
、
執
政
府
と
立
法
府
の

間
で
互
い
の
権
限
行
使
に
あ
た
っ
て
取
引
関
係
が
生
ず
る
。
そ
の
一
方
で
、
純
粋
な
大
統
領
制
で
は
執
政
権
限
が
大
統
領
の
独
占
で

あ
る
の
に
対
し
、
半
大
統
領
制
で
は
こ
れ
が
大
統
領
と
首
相
の
間
で
重
複
し
て
い
る
（
∞
宮
寝
耳
［
N
8
3）
。
さ
ら
に
、
首
相
と
そ
の

内
閣
の
起
源
・
存
続
は
大
統
領
に
で
は
な
く
議
会
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
半
大
統
領
制
の
定
義
に
従
う
と
、
議
会
か
ら
選
ば
れ
る

首
相
と
国
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
る
大
統
領
が
両
方
存
在
す
る
場
合
で
も
、
上
記
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
半
大
統
領
制
と
は
な

ら
な
い
。
例
え
ば
、
韓
国
で
は
大
統
領
と
首
相
が
存
在
す
る
が
、
首
相
の
罷
免
権
限
は
（
議
会
で
は
な
く
）
大
統
領
の
み
に
属
す
る

た
め
（
3
）
を
満
た
さ
ず
、
大
統
領
制
に
分
類
さ
れ
る
（
g
c
m
m立［
N
C
C

？
ω
臼
］
）
。
ま
た
一
九
九
一
年
の
憲
法
改
正
以
降
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
大
統
領
の
直
接
選
挙
を
導
入
し
た
の
で
（
1
）
及
び
（
3
）
を
満
た
す
が
、
大
統
領
に
は
立
法
権
限
が
ほ
と
ん
ど
な
く
（
2
）を

（

7
）
 

満
た
さ
な
い
の
で
、
議
院
内
閣
制
に
分
類
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を
大
統
領
制
に
分
類
す
る
研
究
も
あ
る
が



（n
Z
5
5［N
C
C
？
怠
］
）
、
同
国
は
こ
こ
で
の
三
要
件
を
満
た
す
の
で
半
大
統
領
制
と
な
る
。

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
議
院
内
閣
制
・
大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
の
要
素
が
混
在
し
た
、
「
混
合
型
（
『
ユ
ユ
色
）
」
の
政
治
体
制
も

わ
ず
か
で
あ
る
が
存
在
す
る
。
具
体
的
に
は
、
議
会
の
信
任
に
依
存
す
る
首
相
と
、
立
法
に
関
す
る
権
限
を
持
つ
大
統
領
の
両
方
が

存
在
す
る
が
、
大
統
領
は
国
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
て
い
な
い
体
制
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
以
降
現
在
ま
で
の
パ
キ
ス
タ
ン
、
一
九
七

一
年
か
ら
二

O
O
三
年
ま
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
両
方
と
も
、
大
統
領
は
立
法
に
関
す
る
権
限
を
憲
法
に
よ
っ
て

与
え
ら
れ
て
い
る
。
選
出
方
法
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
場
合
で
は
上
下
両
院
議
員
及
び
州
議
会
議
員
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
。
イ
ン
ド
ネ

アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

シ
ア
の
場
合
で
は
、
国
会
議
員
五

O
O人
に
加
え
、

七
一
年
か
ら
二

O
O一
ニ
年
ま
で
は
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
六
五
人
と
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
一
三
五
人
が
人
民
諮
問
会
議

（思。司－
0
．ωゎ。ロ
ω
g
E江
4
0
k
r
m
ω
σ
B
Eヨ
冨
宮
川
）
を
組
織
し
、
こ
こ
で
大
統
領
が
選
ば
れ
て
い
た
。

M
P
R
は
さ
ら
に
、
大
統
領
を

一
九
七
一
年
ま
で
は
大
統
領
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
五

O
O人
が
、
ま
た
一
九

罷
免
す
る
権
限
も
有
し
て
い
た
（
白
鳥

g
g品
開

gロ
ヨ
［
N
C
C
ω
込
N
品
l
H
N
S
）
。
二

O
O
四
年
の
選
挙
以
降
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
統

領
は
国
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
現
在
の
体
制
は
大
統
領
制
に
分
類
さ
れ
る
。

上
記
の
類
型
基
準
に
基
づ
き
、

二
O
O
八
年
現
在
で
み
る
と
、

の
政
治
体
制
を
分
類
し
た
も
の
が
表
ー
で
あ
る
。

一
八
カ
国
の
う
ち
、
八
カ
国
が
議
院
内
閣
制
、
四
カ
国
が
大
統
領
制
、
五
カ
国
が
半
大
統
領
制
、
こ

ア
ジ
ア
諸
国
（
束
、
東
南
、
南
、
中
央
ア
ジ
ア
）

れ
ら
の
範
鴫
に
入
ら
な
い
も
の
一
カ
国
で
あ
る
。
同
様
の
分
類
を
世
界
の
主
な
地
域
ご
と
に
行
っ
た

ωFcmm
ユ｛
N
C
C

∞
υω
臼
1

8

N］

は
、
西
欧
・
南
欧
で
は
議
院
内
閣
制
が
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
で
は
大
統
領
制
が
、
そ
し
て
旧
共
産
圏
諸
国
で
は
半
大
統
領
制
が
圧
倒

ア
フ
リ
カ
地
域
と
同
様
、

的
に
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
地
域
の
場
合
で
み
る
と
、
議
院
内
閣
制
が
比
較
的
多
い
も
の
の
、

あ
る
ひ
と
つ
の
体
制
類
型
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
偏
り
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
の
射
程
外
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
重
要
な
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
議
院
内
閣
制
・
大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
の
選

択
に
影
響
す
る
の
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
議
院
内
閣
制
は
イ
ギ
リ
ス
で
発
展
し
、
大
統
領
制
は
ア
メ

7 
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アジアにおける体制類型

国名 時期 類型 国名 時期 類型

アフガニスタン 2003- 大統領制 モンゴル 1990- 半大統領制

バングラデシュ I 1986-91 大統領制 ネパール 1990- 議院内閣制

バングラデシュ II 1992- 議院内閣制 ノTキスタン 1973- 混合型

カンボジア 1993- 議院内閣制 フィリピン I 1946-72大統領制

インド 1950 議院内閣制 フィリピンE 1973-86 半大統領制

インドネシア I 1950-59議院内閣制 フィリピンE 1987- 大統領制

インドネシアE 1971-03混合型 シンガポール I 1965-91 議院内閣制

インドネシアE 2004- 大統領制 シンガポールE 1991- 議院内閣制

日本 1947- 議院内閣制 スリランカ I 1948-77議院内閣制

韓国 I 1952-60大統領制 スリランカ E 1978- 半大統領制

韓国E 1960-61 議院内閣制 台湾 1994- 半大統領制

韓国E 1962- 大統領制 タイ 1978- 議院内閣制

キルギス 1993- 半大統領制 東チモール 2002- 半大統領制

マレーシア 1957- 議院内閣制

表1

各国の憲法をもとに筆者作成。

対象国は、東・東南・南・中央アジアに位置する国のうち、 2007年のフリーダムハウス指標

(Freedomhouse [2008］）で「部分的に自由」または「自由」と評価された因。

出所

Y王

リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
、
ま
た
半
大
統
領
制
は
フ
ラ
ン
ス
に
お

8 

い
て
最
初
に
採
用
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
だ
っ
た
国
の
多

く
が
独
立
に
際
し
て
議
院
内
閣
制
を
採
用
し
て
今
に
至
っ
て
い

る
の
は
、
宗
主
国
の
制
度
に
影
響
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
理
由

か

ら

説

明

で

き

る

（

ωFcmmW1 

冨
mw
－ロ
4
3ユロ向

自
同
内
四

［
足
当
b
l
N
S）
。
よ
り
最
近
の
、
民
主
化
の
「
第
三
の
波
」
に

お
け
る
体
制
選
択
の
問
題
は
、
歴
史
的
経
緯
よ
り
も
政
治
エ
リ

ー
ト
の
利
益
最
大
化
行
動
の
結
果
と
し
て
分
析
が
可
能
で
あ
る
。

例
え
ば
開
何
回

2
2［

5
S］
は
、
旧
共
産
圏
諸
国
の
民
主
化
後
、

政
治
エ
リ
ー
ト
の
凝
集
性
が
高
い
場
合
は
国
家
権
限
の
独
占
を

期
待
し
て
大
統
領
制
を
選
択
し
、
政
治
エ
リ
ー
ト
が
分
裂
し
て

い
る
場
合
は
権
限
の
共
有
を
期
待
し
て
議
院
内
閣
制
を
選
択
す

（

8
）
 

る
傾
向
が
あ
る
、
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
党
政
治
の
あ

り
か
た
に
注
目
す
る

ω『
ロ

mm
ユ［
N
C
C
？
ω色
］
は
、
政
党
規
律

の
強
い
全
国
政
党
が
存
在
す
る
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
議
院
内

閣
制
が
、
政
党
の
「
弱
い
」
シ
ス
テ
ム
で
は
大
統
領
制
が
採
用

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
議
論
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
政
治

エ
リ
ー
ト
が
政
権
運
営
に
あ
た
っ
て
政
党
に
頼
れ
な
い
た
め
に

大
統
領
に
権
限
委
譲
す
る
こ
と
か
ら
お
こ
る
現
象
だ
と
理
由
づ



アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ωFcmω
立｛

NgangH］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
知
見
の
蓄
積
は
そ
の
重
要
性
に

比
べ
る
と
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
今
後
一
層
の
研
究
が
待
た
れ
る
。

本
稿
が
こ
れ
以
降
注
目
す
る
の
は
、
大
統
領
制
及
び
半
大
統
領
制
に
お
け
る
大
統
領
と
議
会
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
類
型

を
同
時
に
比
較
分
析
し
な
い
研
究
も
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
類
型
が
も
っ
共
通
の
側
面
に
着
目
す
る
こ
と
か
ら
、
両
類

型
を
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。
共
通
の
側
面
と
は
、
定
義
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
執
政
府
と
立
法
府

が
取
引
関
係
に
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
議
院
内
閣
制
で
は
執
政
府
は
立
法
府
に
依
存
し
て
い
る
が
、
大
統
領

制
、
半
大
統
領
制
で
は
共
に
、
大
統
領
と
議
会
は
異
な
る
正
統
性
基
盤
（
選
挙
母
体
）
を
も
つ
た
め
に
相
互
に
独
立
し
、
ま
た
両
方

が
立
法
に
関
す
る
権
限
を
も
つ
た
め
取
引
関
係
に
あ
る
。
そ
し
て
、
大
統
領
と
議
会
の
取
引
関
係
の
あ
り
か
た
が
、
こ
れ
ら
の
体
制

類
型
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
大
統
領
制
と
半
大
統
領
制
を
採
る
国
々
に
お
け
る
大
統
領
・
議
会
関
係
を
共
通
の
分
析
枠
組
で
検
討
す
る
。

第
二
節

立
法
に
関
連
す
る
憲
法
上
の
大
統
領
権
限

（

9
）
 

大
統
領
と
議
会
の
関
係
は
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
と
り
あ
げ
て
の
分
析
が
可
能
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
議
会
に
対
す
る
大
統
領
の

「
強
さ
」
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
の
「
強
さ
」
の
程
度
と
は
、
大
統
領
の
政
策
課
題
を
立
法
化
で
き
る
程
度
を
指
す
。
こ
れ
に
注
目

す
る
の
は
、
こ
の
問
題
が
大
統
領
・
議
会
関
係
の
要
諦
で
あ
り
、
こ
れ
が
翻
っ
て
体
制
崩
壊
の
問
題
や
民
主
主
義
の
質
の
問
題
に
つ

な
が
る
か
ら
で
あ
る
（
∞
吉
宮

2
8仏
富
m
E
d
g江
口
問
［

S
S込
（
）
］
）
。
こ
う
し
た
意
味
で
の
大
統
領
の
強
さ
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て

本
稿
が
焦
点
を
あ
て
る
の
は
、
冨
包
ロ
当
ω江
口

mmwロ円四
ωFcmω
見
［
同
也
市
町
斗
釦
］
に
な
ら
い
、
憲
法
に
よ
り
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
立
法
に

（叩）

関
す
る
権
限
と
、
議
会
に
お
い
て
大
統
領
の
政
党
が
占
め
る
勢
力
、
の
二
つ
で
あ
る
。

9 

一
般
的
に
は
、
憲
法
上
の
権
限
が
大
き
い
ほ
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ど
、
ま
た
議
会
で
の
与
党
勢
力
が
強
い
ほ
ど
、
大
統
領
は
「
強
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
他
に
も
、
大
統
領
の
強
さ
を
左
右

す
る
要
因
と
し
て
、
大
統
領
個
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
世
論
の
支
持
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
規
範
的
態
度
（
文
化
）
な
ど
の
要

10 

因
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
憲
法
レ
ベ
ル
以
下
の
制
度
的
要
因
に
よ
り
、
大
統
領
の
影
響
力
が
異
な
っ
て
く
る
場
合
も
あ
る
（
念
早

川
中
［
二

O
O
四
］
）
。
さ
ら
に
、
議
会
と
大
統
領
の
間
の
政
策
選
好
位
置
の
希
離
が
小
さ
け
れ
ば
、
憲
法
権
限
や
政
党
勢
力
に
関
わ

り
な
く
大
統
領
の
政
策
課
題
を
立
法
化
で
き
る
（
Z
o
m
B
2
。［N
g
a］
）
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
視
点
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

あ
る
程
度
の
客
観
性
を
も
っ
た
測
定
及
び
多
国
間
比
較
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
優
先
し
、
憲
法
上
の
大
統
領
の
権
限
と
政
党
勢
力
の

問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
二
つ
の
う
ち
政
党
に
関
し
て
は
次
節
で
扱
い
、
本
節
で
は
憲
法
上
の
権
限
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

大
統
領
が
憲
法
上
も
つ
立
法
権
限
に
関
し
、

ω日
同
五
百
円

Z
E
A
U
R
a｛

H
S
N一回
ω
H
l
E
a］
は
、
川
包
括
拒
否
権
、
凶
部
分
拒
否
権
、

ω大
統
領
令
発
布
の
権
利
、
凶
予
算
案
へ
の
議
会
に
よ
る
修
正
の
制
限
、
同
一
部
の
政
策
分
野
に
お
け
る
大
統
領
の
み
に
与
え
ら
れ

た
独
占
的
法
案
提
出
権
、
同
国
民
投
票
発
議
権
、
を
挙
げ
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
統
領
は
同
を
一
様
に
も
た
な
い
の
で
、
本
稿
で
は

同
を
除
い
た
川
か
ら
附
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
彼
ら
が
「
非
立
法
関
連
権
限
（
ロ
g
l
Z包
己
主

2
3
4
2吋

ω
）
」
と

分
類
し
た
、
大
統
領
に
よ
る
議
会
の
解
散
権
を
加
え
る
。
こ
の
権
限
は
直
接
に
は
法
案
審
議
過
程
に
関
連
し
な
い
が
、
そ
の
存
在
如

何
は
大
統
領
の
議
会
に
対
す
る
強
さ
に
大
き
く
影
響
す
る
。
と
い
う
の
も
、
大
統
領
は
解
散
を
切
り
札
に
自
ら
の
政
策
課
題
を
議
会

で
通
過
さ
せ
る
よ
う
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
権
限
が
大
き
く
な
る
ほ

ど
「
強
い
」
大
統
領
と
な
り
、
自
ら
の
政
策
課
題
を
国
法
と
し
て
実
現
す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。

ωFロ
m
m
S
S品
。
何
回
円
。
可
［
忌
∞
N
一区∞
1
5
3
は
、
こ
れ
ら
の
権
限
の
程
度
を
実
際
の
デ
l
タ
を
用
い
て
測
る
方
法
を
提
示
し
て
い

る
。
し
か
し
シ
ュ
ガ
ー
ト
は
そ
の
後
の
研
究
で
測
定
方
法
に
多
少
の
変
更
を
加
え
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
よ
り
最
近
の
著
作
で
あ
る

（日）

ωFcmmw
ユ
g仏国何回
mmm－E

［

N
C
C
H
］
で
使
用
さ
れ
て
い
る
方
法
を
用
い
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
統
領
の
強
さ
を
測
定
し
て
ゆ
く
。
具
体

的
に
は
、
各
権
限
に
つ
い
て
各
国
の
憲
法
規
定
を
も
と
に
0
か
ら
2
の
尺
度
で
点
数
を
つ
け
、
そ
れ
ら
を
加
算
し
た
値
を
総
合
指
数



と
す
る
。
こ
の
測
定
方
法
の
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
を
同
程
度
の
影
響
力
を
も
つ
も
の
と
仮
定
し
、
同
じ
点
数
を
与
え
て
い
る

（臼）

点
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
各
権
限
の
影
響
力
の
程
度
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
包
括
的
で
か
つ
広
範
囲
な
国
の
比
較

が
で
き
る
測
定
方
法
は
他
に
み
あ
た
ら
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
認
識
し
つ
つ
も
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
に

す
る
口
た
だ
し
、
測
定
結
果
は
あ
く
ま
で
見
取
り
図
的
な
概
要
で
あ
る
こ
と
を
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

包
括
拒
否
権
（
E
0
5
0
0〈
2
0）

法
案
に
対
す
る
拒
否
権
が
あ
る
こ
と
で
、
大
統
領
は
、
新
し
い
法
律
で
現
状
を
変
え
よ
う
と
す
る
議
会
の
試
み
を
阻
止
し
、
現
状

維
持
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
る
一
つ
の
法
案
全
体
に
対
す
る
拒
否
権
で
あ
る
「
包
括
拒
否
権
」
を
検
討
し
、
法
案

の
一
部
に
対
す
る
拒
否
権
に
つ
い
て
は
次
で
検
討
す
る
。
大
統
領
が
議
会
で
通
過
し
た
法
案
に
対
す
る
拒
否
権
を
行
使
で
き
、
さ
ら

に
そ
の
拒
否
を
議
会
が
無
効
化
す
る
際
の
要
求
基
準
が
高
い
ほ
ど
、
大
統
領
の
権
限
は
強
い
こ
と
に
な
る
。
無
効
化
の
要
件
を
議
会

（臼）

の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
と
定
め
て
い
る
憲
法
が
世
界
的
に
み
て
非
常
に
多
く
、

ω
E
m
m
2
8
ι
n
R
a［

H
S
N
L
ω
印

lHω
∞］は、

こ
れ
は
お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
憲
法
を
基
準
と
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
、
台
湾
の
大
統
領
は
包
括
拒
否
権
を
有
し
て
い
な
い
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

（K
F
2
・
玄
）
、
キ
ル
ギ
ス
（
K
F
2
・8
）
、
韓
国
（
K
F
2
・8
2））、

モ
ン
ゴ
ル
（
K
F
2
・ω
ω
1
H
（H
））、

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
K
F
1
・a
・
ωゅの・出（
H

）
）
、
東
チ

モ
ー
ル
（
〉
ユ
－
g
l
N）
に
お
け
る
包
括
拒
否
権
は
、
議
会
の
三
分
の
二
以
上
の
支
持
に
よ
っ
て
無
効
化
が
可
能
で
あ
る
。

部
分
拒
否
権
（

E
ュE
一＼－

g
ヨ〈
2
0）

法
案
全
体
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
法
案
の
一
部
分
に
対
し
て
大
統
領
が
拒
否
権
を
行
使
で
き
る
場
合
を
部
分
拒
否
権
と
い
う
。

部
分
拒
否
権
の
存
在
は
、
包
括
拒
否
権
以
上
に
大
統
領
の
議
会
に
対
す
る
影
響
力
を
強
い
も
の
に
す
る
（
ω吉
宮
2
8色
ハ

U
R
a

2 

11 
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［H
S
N
H
H
ω

お
白
色
品
。

N
S門
店
向
。
可
［
H

3

3

）
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
場
合
、
大
統
領
は
よ
り
柔
軟
に
議
会
に
対
応
で
き
、
回
州
w
E
S
S品

。ω円ミ
［
F
E］
が
空
間
モ
デ
ル
を
用
い
て
示
す
よ
う
に
、
最
終
的
に
通
過
す
る
法
案
の
政
策
位
置
の
議
会
選
好
最
適
点
と
の
議
離
の

12 

幅
は
、
包
括
拒
否
権
が
あ
る
場
合
よ
り
も
大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
大
統
領
が
部
分
拒
否
権
を
持
つ
場
合
、
議
会
は

そ
の
要
求
を
立
法
化
す
る
こ
と
が
よ
り
困
難
に
な
る
。

ア
ジ
ア
で
部
分
拒
否
権
を
も
つ
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
の
大
統
領
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
包
括
拒
否
権
の
場
合
と

同
じ
く
議
会
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
で
無
効
化
可
能
で
あ
る
が
（
〉
ユ
・

8
2）
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
憲
法
で
は
無
効
化
要
件
が
規
定

さ
れ
て
い
な
い

（KF1・P
ω
2・N
（N
））。

大
統
領
令
（
刀
「
O
ω
E
g
z旦
丘
0
0『

g
）

大
統
領
令
は
、
大
統
領
が
議
会
で
の
立
法
過
程
を
経
ず
に
国
法
を
成
立
さ
せ
る
権
限
で
あ
る
。
大
統
領
令
権
限
に
は
二
種
類
あ
り
、

議
会
で
否
認
さ
れ
な
い
限
り
国
家
の
法
と
な
る
も
の
と
、
議
会
が
大
統
領
に
委
任
し
た
場
合
に
大
統
領
令
を
発
布
で
き
る
も
の
が
あ

3 
る
（
ωvcmm
ユ
ωロ
色
わ

ωBM『
｛
忌
∞
N
H
H
h
H（
）
］

b
包
括
可

ωロ品
ωFcmm見
｛
H
匂匂∞｝）。

ア
ジ
ア
諸
国
の
う
ち
で
こ
の
権
限
が
存
在
す
る
の
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
キ
ル
ギ
ス
、
台
湾
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
議
会
が
否
認
す
る
場
合
以
外
は
法
と
な
る
タ
イ
プ
の
権
限
が
あ
る
の
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国

で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
場
合
、
予
算
を
含
む
財
政
政
策
以
外
の
政
策
分
野
に
お
け
る
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
大
統
領

令
が
議
会
の
閉
会
中
に
出
さ
れ
た
場
合
、
議
会
開
催
後
三

O
日
以
内
に
議
会
を
通
過
す
れ
ば
国
法
と
な
る
（
〉
ユ
・
芯
）
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
大
統
領
は
、
緊
急
事
態
の
場
合
に
法
律
の
代
わ
り
と
な
る
法
令
（
。
三
宮
gsω
）
を
制
定
す
る
権
利
を
有
す
る
が
、
次
期
国

会
の
会
期
中
に
議
会
の
承
認
を
得
ら
れ
な
い
場
合
は
こ
れ
が
無
効
と
な
る
（
〉
2
・N
N
）
。
韓
国
で
は
、
国
家
の
非
常
事
態
に
際
し
、

議
会
の
対
応
を
待
て
な
い
場
合
に
限
り
法
の
位
置
づ
け
を
も
っ
命
令
（
。
E
2）
を
発
布
で
き
る
が
、
発
布
後
直
ち
に
議
会
に
通
知



し
、
そ
の
承
認
を
得
ら
れ
な
い
場
合
は
無
効
と
な
る
（
〉
ユ
・
斗
∞
）
。
台
湾
の
大
統
領
は
、
安
全
保
障
ま
た
は
財
政
・
経
済
上
の
危
機

に
際
し
て
緊
急
令
官
B
2
m
g
Q
2号
店
）
を
発
布
で
き
る
が
、
こ
の
緊
急
令
に
対
す
る
議
会
の
承
認
が
発
布
後
一

O
日
以
内
に
得

ら
れ
な
い
場
合
は
無
効
と
な
る
（
〉
也
監
色
。
ロ
巳
K
F
1
・N
（串））。

キ
ル
ギ
ス
の
大
統
領
令
は
委
任
タ
イ
プ
の
も
の
で
、
議
会
は
大
統
領
に
1
年
以
内
の
期
間
に
限
っ
て
大
統
領
に
立
法
の
権
限
を
委

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
〉
2
・8
（H
）
）
。
さ
ら
に
キ
ル
ギ
ス
で
は
、
解
散
の
た
め
に
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
も
大
統
領

令
を
発
布
で
き
る
（
〉
ユ
－

g（N
）
）
。
大
統
領
が
議
会
を
解
散
で
き
る
の
は
、
国
民
投
票
に
よ
る
決
議
が
あ
っ
た
と
き
、
首
相
の
指
名

を
三
回
議
会
が
拒
否
し
た
場
合
、
三
権
の
間
で
「
超
え
が
た
い
対
立
」
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
し
て
、
憲
法
裁
判
所
が
弾
劾
さ
れ
た
大

アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

（〉ユ－
aω
）
。
さ
ら
に
大
統
領
は
国
民
投
票
を
発
議
す
る
権
限
も
も
っ
て
い
る
の
で

（〉ユ・怠・
ω
2
h（N
）
）
、
こ
の
制
度
設
計
は
、
大
統
領
の
意
思
で
議
会
を
解
散
し
て
大
統
領
令
に
よ
る
統
治
を
お
こ
な
う
こ
と
を
可
能

統
領
を
無
罪
と
し
た
場
合
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

予
算
案
へ
の
誠
会
に
よ
る
修
正
の
制
限

一
部
の
大
統
領
は
、
国
家
予
算
案
の
議
会
で
の
修
正
の
あ
り
か
た
を
規
制
す
る
権
限
を
も
っ
。
韓
国
、
台
湾
、

4 

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場

合
が
こ
れ
で
あ
る
。
台
湾
（
〉
ユ
・
斗
O
）
、
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン

分
内
容
の
変
更
は
で
き
る
が
、
総
額
の
増
額
は
で
き
な
い
。
韓
国
の
場
合
は
さ
ら
に
限
定
的
で
、
議
会
は
、
大
統
領
の
提
出
し
た
予

算
案
に
対
し
、
大
統
領
の
同
意
な
く
し
て
総
額
の
増
額
お
よ
び
新
し
い
予
算
項
目
の
作
成
は
で
き
な
い
（
〉
ユ
・
勾
）
。
同
様
の
規
定

（K
F
2
・P
ω
2
N印・（
H

））

で
は
、
議
会
は
大
統
領
の
予
算
案
に
対
し
て
配

は
チ
リ
の
一
九
七
五
年
憲
法
に
も
存
在
す
る
が
、
こ
の
規
定
の
効
果
を
分
析
し
た
回
色
色
尽
き
仏

n
R
a［

H
8
3
は
、
こ
の
規
定
の

存
在
が
財
政
均
衡
に
つ
な
が
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

13 
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14 

大
統
領
に
国
民
投
票
発
議
権
が
あ
る
場
合
、
議
会
を
迂
回
し
て
立
法
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
国
民
投
票
発
議
権
を
も
っ
た

大
統
領
は
よ
り
強
い
大
統
領
と
い
え
る
（
ω吉
宮
2
8全
U
R
a［

5shaa］
）
。
キ
ル
ギ
ス

（K
F
2
・kg・∞ゅの－
a（N
））

で
は
政
策
分
野
に

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
「
国
家
の
重
要
な
問
題
」
に
対
し
て
（
〉
ユ
・
∞
印
）
、
韓
国
で
は
、
外
交
、
国
家
安
全
保
障
、
南

北
統
一
そ
の
ほ
か
の
国
家
の
重
要
事
項
に
関
し
（
〉
ユ
・
斗
N
）
、
そ
れ
ぞ
れ
大
統
領
の
発
議
に
よ
り
国
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
憲
法
で
は
、
大
統
領
は
議
会
で
否
決
さ
れ
た
法
案
を
国
民
投
票
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
、
投
票
者
の
過
半
数

の
賛
成
で
そ
の
法
案
を
立
法
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
〉
ユ
－

g
b））。

関
係
な
く
、議

会
解
散
権

純
粋
な
大
統
領
制
で
は
大
統
領
は
議
会
解
散
権
を
も
た
な
い
が
、
半
大
統
領
制
に
お
い
て
は
こ
れ
を
有
す
る
場
合
も
あ
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
議
会
解
散
に
よ
る
総
選
挙
は
、
議
員
に
と
っ
て
は
負
担
の
か
か
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
働
く
。
し
た
が
っ
て
そ
の
権
限
を
大
統
領
が
有
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
（
行
使
さ
れ
ず
と
も
）
議
員
に
対
す
る
威
嚇

と
し
て
機
能
す
る
。
こ
の
た
め
、
議
会
解
散
権
が
あ
る
場
合
、
大
統
領
は
議
会
で
の
立
法
過
程
に
お
い
て
よ
り
影
響
力
が
強
く
な
る

6 
と
い
え
る
。

ア
ジ
ア
の
場
合
で
は
、
半
大
統
領
制
に
分
類
さ
れ
る
国
す
べ
て
（
キ
ル
ギ
ス
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
台
湾
、
東
チ
モ
l
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
）
に

お
い
て
こ
の
権
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
キ
ル
ギ
ス
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
国
民
投
票
の
結
果
で
解
散
が
支
持
さ
れ
た
場
合
、
首

相
の
指
名
が
三
回
拒
否
さ
れ
た
場
合
、
立
法
府
と
の
間
で
解
決
し
が
た
い
対
立
が
生
じ
た
場
合
に
解
散
で
き
る
（
〉
ユ
・
∞
ω
）
。
ス
リ

ラ
ン
カ
で
は
、
予
算
案
が
二
回
議
会
を
通
過
し
な
か
っ
た
場
合
に
解
散
で
き
る
一
方
で
、
議
会
開
催
時
の
施
政
方
針
演
説
（

ω
g
z－

B
O
E
え
の
。

2
5
5
0三
唱
。
E
Q）
が
議
会
に
拒
否
さ
れ
た
場
合
、
及
び
、
大
統
領
に
対
す
る
弾
劾
決
議
が
議
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る



場
合
の
解
散
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
〉
ユ
・
吋
O

（H
）
）
。
台
湾
で
は
、
戒
厳
令
ま
た
は
非
常
事
態
宣
言
の
下
に
あ
る
時
期
を
除
き
、
議
会

で
首
相
に
対
す
る
不
信
任
案
が
通
過
し
た
後
一

O
日
以
内
に
、
議
会
議
長
に
諮
問
の
う
え
で
議
会
を
解
散
で
き
る
（
〉
円

5
t
g
m－

K
F
1
・N
（
印
）
）
。
東
チ
モ

l
ル
の
大
統
領
は
、
組
閣
、
予
算
の
承
認
が
困
難
と
な
る
重
大
な
制
度
的
危
機

2
5
E
E
g
g－
。
号
宮
）
が
六

O
日
以
上
続
い
た
場
合
に
、
議
会
に
議
席
を
も
っ
政
党
及
び
国
家
評
議
会
（

noga－え
ω
S
Z）
と
の
協
議
の
う
え
議
会
を
解
散
で

き
る
（
〉
ユ
－

g
S）
。
た
だ
し
、
新
国
会
発
足
後
半
年
間
、
大
統
領
の
任
期
が
終
わ
る
以
前
の
半
年
間
、
あ
る
い
は
非
常
事
態
宣
言

の
出
さ
れ
て
い
る
聞
は
解
散
権
を
行
使
で
き
な
い
（
〉
ユ
・
5
5
0
モ
ン
ゴ
ル
の
大
統
領
は
、
議
会
が
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な
い
状
況

と
み
な
さ
れ
る
際
に
、
議
会
議
長
に
諮
問
の
う
え
、
議
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
〉
3
・N
N
Q
））。

アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

以
上
み
て
き
た
五
種
類
の
大
統
領
権
限
は
、
政
策
の
現
状
（
ωSZω
告
。
）
を
基
準
と
し
て
、
大
統
領
が
先
取
り
し
て
現
状
を
変

え
よ
う
と
す
る
「
事
前
対
応
型

e
B
R
E
d－
O

）
」
権
限
と
、
議
会
に
よ
る
現
状
改
革
が
お
こ
っ
た
後
に
対
処
す
る
「
事
後
対
応
型

（吋
8
2
2
0）
」
の
も
の
と
の
二
種
類
に
分
け
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
ω吉
宮
ユ

g品
冨
包
ロ

dg江
口
問
［

S
S］
）
。
大
統
領
令
、

国
民
投
票
発
案
権
、
及
び
予
算
案
へ
の
修
正
制
限
は
先
取
り
対
応
型
と
い
え
る
。
拒
否
権
は
、
現
状
維
持
を
す
る
た
め
の
事
後
対
応

型
権
力
で
あ
る
。
議
会
解
散
権
は
、
現
状
を
変
え
よ
う
と
す
る
際
、
ま
た
現
状
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
際
の
両
方
に
関
わ
る
権
限
で

あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
権
限
の
特
徴
に
も
言
及
し
た
う
え
で
、
各
権
限
の
付
与
状
況
を
点
数
化
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
表
2
で
あ
る
。
ま
た

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
に
お
け
る
大
統
領
の
立
法
に
関
す
る
憲
法
権
限
も
付
記
し
た
。
ア
ジ
ア
諸
国
九
カ
国
の
点
数

参
考
ま
で
に
、

の
中
央
値
は

5
で
あ
る
の
で
、

5
よ
り
大
き
い
値
を
と
る
場
合
を
「
強
い
」
、

5
を
「
中
程
度
に
強
い
」
、

5
よ
り
低
い
値
を
「
弱

い
」
立
法
権
限
と
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
ア
ジ
ア
で
は
、
韓
国
の
大
統
領
が
対
議
会
関
係
で
は
も
っ

と
も
強
く
、
キ
ル
ギ
ス
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
統
領
が
こ
れ
に
続
く
「
強
い
」
立
法
権
限
を
持
っ
た
大
統
領
と
な

15 

る
。
「
中
程
度
に
強
い
」
の
は
台
湾
と
モ
ン
ゴ
ル
の
大
統
領
で
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
東
チ
モ

l
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
統
領
は
「
弱
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表2 アジアの大統領の憲法上の立法権限

国名
包括部分大統予算修国民議会

J吊会也、ム口． 拒否権拒否権 領令 正規制 投票 解散

強韓国 8 
いキルギスホ 7 
4・‘

アフガニスタン 6 

フィリピン 6 
モンゴル＊ 5 
台湾事 5 
スリランカ＊ 3 
東チモール＊ 3 

司

弱インドネシア 2 

い （参考）アメリカ 2 

出所：各国の憲法をもとに筆者作成。

事半大統領制。

点数化の方法柿

包括拒否権

2 。2 

2 。2 

2 。2 

2 2 。
2 2 。。。2 。。。
2 。。。。2 

2 。。

0 拒否権なし、または議会の過半数による無効化

2 2 。。2 。2 。
2 。。。。
2 。。2 。。。。。。。。

1 予算以外の法案に対する拒否権、議会の無効化に過半数以上の支持が必要

2 全法案に対する拒否権、議会の無効化に過半数以上の支持が必要

部分拒否権

0 部分拒否権なし、または議会の過半数による無効化

特徴

事前・事後

事前・事後

事前・事後

事前・事後

事前・事後

事前・事後

事前・事後

事前・事後

事前

事後

1 予算以外の法案に対する部分拒否権、議会の無効化に過半数以上の支持が必要

2 全法案に対する部分拒否権、議会の無効化に過半数以上の支持が必要

大統領令

0 なし

2 あり

予算への修正規制

0 なし （予算提出権はあっても議会の修正に関しては規制なし）

1 予算以外の法案に対しでも独占的な提出権はあるが議会の修正に関する規制なし

2 独占的法案提出権に加え、議会の修正に対する規制あり

国民投票

0 なし

1 限定的にあり

2 無制限にあり

議会解散権

0 なし

1 限定的にあり

2 無制限にあり

柿 Shugartand Haggard [2001;80］、 Shugartand Carey [1992:150］を参考に作成。
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い
」
立
法
権
限
し
か
も
た
な
い
。
特
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
統
領
は
ア
ジ
ア
の
な
か
で
最
も
弱
く
、
ま
た
他
の
大
統
領
が
事
前
対

応
型
、
事
後
対
応
型
両
方
の
権
限
を
も
つ
の
に
対
し
、
事
前
対
応
型
の
大
統
領
令
発
布
の
権
限
を
も
つ
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
前
述

の
よ
う
に
、
こ
の
権
限
に
基
づ
く
法
令
は
、
次
期
国
会
の
会
期
中
の
承
認
な
し
に
は
無
効
と
な
る
の
で
、
承
認
を
得
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
規
定
す
る
議
会
内
で
の
党
派
的
権
限
の
あ
り
方
次
第
で
は
、
こ
の
権
限
は
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
こ
と
が
な
い
。
ま
と
め
る
と
、

こ
こ
で
の
評
価
は
あ
く
ま
で
概
観
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
留
保
は
あ
る
が
、
憲
法
上
の
権
限
で
み
た
場
合
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
は

韓
国
の
大
統
領
が
そ
の
政
策
課
題
の
立
法
化
が
最
も
容
易
で
あ
り
、
逆
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
統
領
が
最
も
困
難
を
抱
え
る
で
あ
ろ

う
こ
と
が
予
測
で
き
る
。

アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

第
三
節

大
統
領
の
党
派
的
権
限

政
党
規
律

大
統
領
・
議
会
関
係
に
影
響
を
与
え
る
重
要
な
要
因
の
二
つ
め
は
、
大
統
領
と
政
党
と
の
関
係
で
あ
る
。
な
か
で
も
特
に
重
要
だ

（

M
）
 

と
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
の
が
、
大
統
領
の
所
属
政
党
（
与
党
）
の
勢
力
が
議
会
で
占
め
る
割
合
で
あ
る
。
単
純
化
し
て
し
ま

う
と
、
与
党
（
ま
た
は
与
党
連
立
）
が
議
会
に
お
い
て
過
半
数
を
も
っ
場
合
、
大
統
領
は
自
ら
の
政
策
課
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
立
法
で

き
る
（
0
・m－w
冨
ω
g
d
g
Eロ
m
g
ι
ω
宮
宮
司
2
5
ヨω］・
ω冨
各
［
Nccm］）
0

し
か
し
な
が
ら
、
大
統
領
が
ど
の
程
度
与
党
勢
力
の
支
持
を

確
実
な
も
の
と
信
頼
で
き
る
か
は
、
与
党
勢
力
の
議
席
率
だ
け
み
て
い
た
の
で
は
不
適
切
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
与
党
勢
力
に
ど

の
程
度
の
政
党
規
律
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
、
連
立
が
組
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
二
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
項
で
は
政
党
規
律
を
、
次
項
で
は
連
立
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。

政
党
規
律
と
は
、
同
じ
政
党
に
所
属
す
る
議
員
が
政
党
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
に
し
た
が
っ
て
議
会
で
投
票
す
る
程
度
の
こ
と
を
指
し
、

17 
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党
内
で
意
見
対
立
の
あ
る
法
案
に
お
い
て
も
政
党
一
体
と
な
っ
て
投
票
す
る
場
合
は
政
党
規
律
が
高
い
こ
と
に
な
る
（
冨
包
出
者
向
－

E
m
g色
∞
宮
寝
耳
［
忌
ヨ
συ
鳥
居
］
）
。
政
党
規
律
が
高
い
場
合
、
大
統
領
は
議
会
で
の
与
党
支
持
を
か
な
り
の
程
度
確
実
に
頼
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
、
規
律
が
低
い
場
合
は
、
た
と
え
与
党
勢
力
が
過
半
数
を
占
め
て
い
て
も
大
統
領
は
政
党
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
党
員

（日）

の
投
票
行
動
統
制
に
頼
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
大
統
領
の
影
響
力
は
名
目
上
の
議
席
率
よ
り
も
弱
い
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
政
党
規
律
の
程
度
は
ど
の
よ
う
な
要
因
に
規
定
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
冨
包
口
当
R
E
m
g色
ωFcmω
ユ

［
忌
ミ
σ込
出
l
お
む
］
は
、
政
党
公
認
・
選
挙
に
関
す
る
次
の
三
つ
の
ル

l
ル
が
重
要
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
政
党
リ
ー
ダ
ー
が
候

補
者
選
択
に
関
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
有
す
る
か
ど
う
か
、
政
党
リ
ー
ダ
ー
が
政
党
名
簿
の
順
位
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
か
ど

18 

う
か
、
そ
し
て
、
得
票
が
（
個
人
候
補
者
レ
ベ
ル
で
は
な
く
）
政
党
を
単
位
と
し
て
集
計
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
第
一
に
、
政

党
リ
ー
ダ
ー
が
公
認
候
補
者
選
択
に
関
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
有
す
る
場
合
に
は
、
党
所
属
の
政
治
家
の
問
で
政
党
リ
ー
ダ
ー
に
従

う
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
が
生
じ
、
政
党
リ
ー
ダ
ー
は
党
所
属
議
員
の
投
票
行
動
に
強
い
影
響
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
例
え
ば
予

備
選
挙
に
よ
っ
て
党
員
一
般
が
候
補
者
を
選
択
す
る
場
合
は
こ
の
よ
う
な
効
果
は
な
い
。
第
二
に
、
政
党
リ
ー
ダ
ー
が
政
党
名
簿
の

順
位
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
場
合
も
、
政
治
家
は
名
簿
上
位
に
名
前
を
挙
げ
て
も
ら
う
た
め
に
政
党
リ
ー
ダ
ー
に
従
う
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
生
ず
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
政
治
家
は
個
人
の
レ
ベ
ル
で
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
当
選
の
た
め
に
は
必
要
と
な
り
、

そ
の
た
め
に
は
政
党
リ
ー
ダ
ー
の
指
示
よ
り
も
自
ら
の
個
人
的
な
利
益
を
優
先
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
得
票
が
（
個
人
候

補
者
レ
ベ
ル
で
は
な
く
）
政
党
を
単
位
と
し
て
集
計
さ
れ
る
場
合
に
は
、
候
補
者
は
政
党
全
体
の
評
判
を
上
げ
る
こ
と
が
個
人
の
レ

ベ
ル
で
の
利
益
最
大
化
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
一
致
し
、
政
党
リ
ー
ダ
ー
に
従
っ
た
投
票
行
動
を
と
る
傾
向
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
ほ
か

に
も
、
議
会
ル

l
ル
に
関
し
て
政
党
リ
ー
ダ
ー
が
も
っ
権
限
の
程
度
や
（

n
s
［忌∞
3
・
n
a
g色一言。
n
c
σ
E
B
［HSω
］
）
、
政
党
内
部

に
お
い
て
党
活
動
家
が
議
員
に
対
し
て
影
響
力
を
与
え
ら
れ
る
程
度
（
∞
m
B
5
Z
［N
き
さ
な
ど
が
政
党
規
律
に
影
響
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
者
三
点
に
比
べ
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
情
報
は
こ
こ
で
分
析
対
象
と
し
て
い
る
各
国
全
て
に
つ



アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

い
て
入
手
不
可
能
な
た
め
、
議
会
選
挙
に
関
す
る
前
者
三
点
を
も
と
に
政
党
規
律
の
程
度
を
測
定
し
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

表
3
は
、
分
析
対
象
諸
国
に
お
け
る
上
記
三
点
を
「
有
」
「
無
」
の
二
分
法
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

は
単
記
非
委
譲
式
投
票
制
（

ωz↓
〈
）
を
採
る
が
、
こ
れ
は
、
有
権
者
は
一
票
を
も
ち
、
選
挙
区
定
数
の
数
だ
け
上
位
の
票
獲
得
候

補
が
当
選
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
下
で
は
、
政
党
リ
ー
ダ
ー
は
候
補
者
公
認
に
関
し
て
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
が
、

候
補
者
順
位
の
統
制
及
び
政
党
単
位
で
の
票
集
計
は
お
こ
ら
な
い
の
で
、
政
党
規
律
は
あ
る
程
度
弱
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
ひ
と
つ
の
選
挙
区
で
複
数
の
候
補
者
が
同
政
党
か
ら
出
馬
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
政
治
家
は
党
の
名
前
や
政
策
を
前
面

に
出
す
よ
り
、
個
人
の
属
性
を
強
調
す
る
こ
と
が
選
挙
に
勝
つ
戦
略
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ヴ
ォ

l
ト
の
傾
向
を
生
み
、

（日）

政
党
規
律
は
一
層
弱
く
な
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
二

O
O
五
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
議
会
選
挙
で
は
、
候
補
者
の
約
九

O
%が
無
所

属
と
し
て
出
馬
し
て
お
り
（
河
E
Z
m［

p
色
・
］
）
、
政
党
制
自
体
が
形
を
成
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
今
後
政
党
公
認
を
得
て
出
馬

す
る
候
補
者
が
増
加
し
て
も
党
規
律
は
弱
い
ま
ま
に
な
る
と
予
測
で
き
る
。
一
九
世
紀
よ
り
圏
内
・
国
外
で
の
戦
争
を
繰
り
返
し
、

民
主
主
義
の
経
験
が
浅
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
政
党
政
治
が
根
付
く
こ
と
は
民
主
主
義
体
制
定
着
に
と
っ
て
重
要
な
要
素

の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
現
在
の
選
挙
制
度
は
そ
れ
を
促
進
す
る
誘
因
を
提
供
す
る
制
度
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関

す
る
制
度
変
更
の
提
言
は
結
論
部
分
で
検
討
す
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
選
挙
制
度
は
「
限
定
的
オ
ー
プ
ン
名
簿
比
例
代
表
制
」
と
呼
ば
れ
、
政
党
は
順
序
を
つ
け
た
候
補
者
名
簿
を
提

出
す
る
が
、
有
権
者
は
名
簿
そ
の
も
の
に
対
し
投
票
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
名
簿
中
の
あ
る
個
人
を
名
簿
の
上
位
に
選
ん
で
投
票
す

（口）

る
こ
と
も
可
能
な
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
で
は
、
候
補
者
公
認
に
対
し
て
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
ま
た
政
党
単
位
で
の
票
集
計

も
お
こ
る
が
、
政
党
名
簿
の
順
位
を
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
第
二
点
に
関
し
て
は
中
間
の
値
で
あ
る

「
有
／
無
」
と
し
た
。
全
体
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
選
挙
制
度
は
政
党
規
律
を
強
め
る
働
き
を
も
っ
。

韓
国
と
台
湾
は
小
選
挙
区
・
比
例
代
表
並
立
制
を
採
る
。
有
権
者
は
二
票
も
ち
、
一
方
を
小
選
挙
区
で
、
も
う
一
方
を
比
例
代
表

19 
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表 3 アジアの大統領制・半大統領制における選挙制度から予測される

政党規律の程度

選挙制度
候補者公候補者順政党単位

認の統制位の統制での票集計 政党規律

アフガニスタン 1)
単記非移譲式

有 鉦 鉦 弱い
(SNTV) 

インドネシア 2)
限定的非拘束式

有 有／無 有 強い
名簿式比代表制ホ

韓国 3)
小選挙区・比例

有 有／無 有／無
ある程度

代表併用制 強い

キルギス 4)
拘束式名簿式比

有 有 有 強い
代表制

スリランカ 5)
拘束式名簿式比

有 有 有 強し瓦
代表制

台湾 6)
小選挙区・比例

有 有／無 有／無
ある程度

代表併用制 強い

東チモール 7)
拘束式名簿式比

有 有 有 強い
代表制

フィリピン上院 8)
相対多数制（ブ

鉦 鉦 鉦 ~fj し E
ロック投票）

フィリピン下院 9)
相対多数制（小

盤 鉦 鉦 弱い
選挙区制）

モンゴル 10)
相対多数制（ブ

有
ロック投票）

鉦 鉦 ~§iv• 

出所各国の選挙制度をもとに筆者作成。

1）上院・下院からなる二院制を採るが、上院（定数102）は、その3分の 2 (68議席）が州議会に

よって選ばれ、 3分の 1 (34議席）が大統領に指名されるため、ここでの検討に加えていない。定

数249議席の下院の平均選挙区定数は Beck(2000）による。

2) 2004年までの議会定数は500議席で、このうち462議席が各州を 1選挙区とする比例代表制で選

ばれ、 38議席は大統領の指名により軍隊と警察を代表する議員が選出されていた。 2004年以降、

軍・警察枠は廃止され、定数550議席はすべて比例代表制で選ばれるようになった。 2001年の憲法改

正では、 128議席の上院（DPD）が設置されたが、 DPDは中央・地方関係に関する法案のみを審議

するので、ここでは除外した。平均選挙区定数の情報は Beck[2000］による。

3）全議席のうち、 245議席は小選挙区制（M=1）、残りの54議席は全国一区の比例代表制である

(M=54）。議席を与えられる政党は、小選挙区で5人以上の当選者をだすか、比例区で3%の阻止

条項を満たすかのどちらかの基準に達しなければならない。
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4) 2007年10月の国民投票をうけ、それまでの小選挙区は全国を一選挙区とする比例代表制に変更

され、議員定数は90議席に増加した。 5%の阻止条項を満たし、かつ、 12の地域と 2つの市でそれ

ぞれ13,500票以上を獲得した政党にのみ議席が与えられる。なお、キルギスの2007年選挙は不正が

多くみられたとの国際的批判がある。

5）議会定数は225議席で、そのうち196議席は比例代表制で、 29議席（通称ナショナルリスト）は

比例代表層で得た各政党の得票割合にもとづく数が政党リーダーによって指名される。平均選挙区

定数の情報は Beck[2000）による。有効政党数の計算は、政党ごとの結果が公表されていないため、

政党連立を単位としておこなった。

6) 2004年の制度変更までは、定員225人の立法院（LegislativeYuan）議員のうち168人は中選挙区

制で、 41人は比例代表制で選ばれ、また 8議席が原住民族、 8議席が華僑に割り当てられていた。

2004年の改正以後、定数は113となり、小選挙区比例代表並立制及び大統領選挙と議会選挙の同時開

催サイクルが採用された（2008年選挙では同時開催とはならなかった）。新制度のもとでは、 73議席

が小選挙区から、 6議席が原住民族から、 34議席が比例区（定数34）から選ばれる。また比例区に

は5%の阻止条項があり、政党名簿の半分以上は女性とする規定がある。

7）全国を l選挙区とする比例代表制。選挙区定数は TelibertLaoc (National Democratic lnsti-

tute Country Representative）との私信による。

8）全国 1区で選挙区定数は12。任期6年の24人の上院議員が3年ごとの改選で 1田に12人が選ば

れる。

9）憲法では、下院定数は250議席を超えないこと、定数のうち20%はマイノリティを代表する政党

が参加する比例代表制から選ぶこと、残りを小選挙区制で選ぶこと、が規定されている。 2007年選

挙では、 213人が小選挙区から、 22議席が比例代表区（政党リスト）から選ばれた。政党リストの選

挙区で競合する政党は、小選挙区で競合する政党とは別であるためここでは検討対象にしていなし、

10) 2008年に、それまでの小選挙区制から、選挙区定数2から 4の相対多数制（plurality-at-large

または blockvoting ；一人の有権者が選挙区定数の数に応じた票を投票し、相対多数を取った上位

候補者から当選）に移行した。議員定数は76。

区
に
お
い
て
投
ず
る
。
こ
の
場
合
、
比
例
代
表
層
に
お
い

て
は
、
上
記
三
点
と
も
「
有
」
と
な
り
政
党
規
律
を
強
め

る
働
き
を
も
っ
。
小
選
挙
区
層
に
お
い
て
は
、
公
認
は
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
の
名
簿
順
位
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

と
得
票
の
政
党
レ
ベ
ル
で
の
集
計
は
該
当
し
な
い
の
で
、

比
例
代
表
制
よ
り
も
効
果
は
薄
い
。
小
選
挙
区
と
比
例
区

の
比
率
は
、
韓
国
で
は
約
八
O
%
が
、
ま
た
台
湾
で
は
六

八
%
が
小
選
挙
区
層
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
選
挙
制
度

全
体
と
し
て
み
る
と
、
比
例
代
表
制
の
割
合
が
低
い
韓
国

の
ほ
う
が
台
湾
よ
り
も
政
党
規
律
が
低
い
と
予
測
で
き
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
、
東
チ
モ

l
ル
は
名
簿
式
比

キ
ル
ギ
ス
、

例
代
表
制
を
採
る
。
こ
の
場
合
、
各
政
党
は
当
選
順
位
を

指
定
し
た
候
補
者
名
簿
を
提
示
し
、
有
権
者
は
政
党
に
対

し
て
投
票
し
て
政
党
ご
と
に
得
票
が
集
計
さ
れ
る
の
で
三

点
と
も
が
「
有
」
と
な
り
、
政
党
規
律
が
高
い
こ
と
が
予

測
で
き
る
。

相
対
多
数
制
（
匂
E
S
E－
を
採
る
の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

上
・
下
院
及
び
モ
ン
ゴ
ル
で
あ
る
。
有
権
者
は
一
票
の
み

フ
ィ
リ
ピ
ン
下
院
は
小
選
挙
区
制
で
選
挙
区
定
数

21 
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ち
、



一
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
と
モ
ン
ゴ
ル
は
ブ
ロ
ッ
ク
投
票
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
区
定
数
一
二
、
定
数
こ
か
ら
四
、
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
制
度
の
も
と
で
は
、
候
補
者
の
順
位
づ
け
、
党
単
位
の
票
集
計
は
お
こ
ら
な
い
の
で
、
第
二
、
第
三
点
は
「
無
」
と
な
る
。
第

一
点
の
候
補
者
公
認
に
関
し
て
は
、
手
続
き
上
は
政
党
リ
ー
ダ
ー
が
公
認
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

上
・
下
院
に
関
し
て
は
実
質
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
「
無
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
下
院
選

挙
で
は
、
「
現
職
の
既
得
権
益
（

2
巳
与
え

E
g
s
g
E）
」
と
呼
ば
れ
る
、
現
職
議
員
は
自
動
的
に
所
属
政
党
か
ら
の
立
候
補
を
認

（国）

め
る
と
い
う
慣
習
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
上
院
選
挙
に
お
い
て
も
、
上
院
議
員
候
補
の
選
出
は
政
党
リ
ー
ダ
ー
が
統
制
す
る

の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
国
民
的
人
気
の
あ
る
人
物
に
政
党
リ
ー
ダ
ー
が
依
頼
す
る
形
で
候
補
が
決
定
さ
れ
る
場
合
が
多
い
（
問
中

ω
C
M『
岱

｛

N
C
C
∞－
n
g
H
】・
3
）
。
こ
の
た
め
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
上
・
下
院
は
三
点
と
も
「
無
」
と
な
り
、
制
度
面
か
ら
み
た
政
党
規
律
は
非
常

に
低
い
。

モ
ン
ゴ
ル
は
三
点
の
う
ち
二
点
が
「
無
」
で
、
政
党
規
律
は
低
い
こ
と
が
予
測
で
き
る
。

2 

連
立

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
大
統
領
制
で
は
あ
ま
り
連
立
が
形
成
さ
れ
な
い
と
み
な
し
て
き
た
。
と
い
う
の
も
、
理
論
的
に
は
、
大
統

領
制
は
執
政
府
の
存
続
を
議
会
多
数
派
の
支
持
に
依
存
し
な
い
た
め
、
依
存
関
係
に
あ
る
議
院
内
閣
制
の
場
合
よ
り
も
連
立
を
形

成
・
維
持
し
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
か
な
い
か
ら
で
あ
る
（
冨
包
ロ
4
3ユロ
m
g品
川
山
富
寝
耳
ロ

8
3ゐ
笥
］
）
。
し
か
し
な

が
ら
最
近
の
研
究
成
果
か
ら
、
大
統
領
制
で
あ
っ
て
も
連
立
は
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
現
象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

（n
v
巳
σ
g
V
［

N
C
C
U
J
n
同居間】－

A
F

］）。

政
党
連
立
に
よ
っ
て
多
数
派
が
形
成
さ
れ
て
い
る
場
合
、
単
独
与
党
の
場
合
よ
り
も
大
統
領
は
磐
石
な
支
持
を
期
待
で
き
な
い
。

連
立
政
党
間
で
の
対
立
が
お
こ
り
連
立
が
解
消
さ
れ
る
危
険
性
に
常
に
さ
ら
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
与
党
勢
力
を
形
成
す
る

政
党
数
が
増
え
る
ほ
ど
、
単
独
過
半
数
与
党
の
場
合
よ
り
も
政
策
を
通
過
さ
せ
る
た
め
の
調
整
が
困
難
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
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政党制と与党連立の形成

国名・議会選挙年
与党の 与党連立 連立の 有効 平均選挙

議席率 の議席率 有無 政党数 区定数

キルギス2007 79.0 NIA 鉦 1. 5 90 

台湾2008 64.5 82.3 有 2.8 1. 3 

モンゴル2008 60.5 NIA 無 2.0 3 

韓国2008 51. 2 NIA 鉦 2.9 1. 2 

スリランカ2004* 47. l* 52.4 有 2.8 11. 5 

東チモール2007 32.3 60.0 有 4.3 65 

フィリピン下院2007 29.0 69. 7 有 7. 1 1. 1 

フィリピン上院2007 12.5 62.5 有 8.8 12 

インドネシア2004 10. 4 65.8 有 7. 1 8 
アフガニスタン＊事 NIA NIA NIA NIA 5 

表4

出所：各国の選挙結果より筆者作成。

・選挙前連合である与党連合 UPFAの議席率。

料公式な議員の政党所属情報が存在しないため計算不可能。

統
領
の
党
派
的
権
限
を
測
定
す
る
際
に
は
、
政
党
規
律
に
加
え
、
連
立
が

あ
る
か
ど
う
か
を
与
党
勢
力
議
席
率
に
加
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点

は
、
宮
包
口
当
常
E
m
g一色
ωFcmm一
旦
｛
忌
ミ
V
］
の
測
定
に
お
い
て
は
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
の
分
析
対
象
国
に
は
連
立
を
組
ん
で
い
る
場
合

が
多
く
、
こ
の
点
を
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

表
4
に
お
い
て
、
分
析
対
象
国
に
お
け
る
最
近
の
選
挙
結
果
を
も
と
に

し
た
与
党
の
議
席
率
、
連
立
与
党
の
議
席
率
、
連
立
の
有
無
、
有
効
政
党

数
、
平
均
選
挙
区
定
数
を
示
し
た
。
表
よ
り
、
与
党
の
議
席
率
が
過
半
数

に
満
た
な
い
場
合
は
全
て
政
党
連
立
が
組
ま
れ
、
か
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て

与
党
勢
力
が
過
半
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
要
す
る
に
、
二

O

O
八
年
の
時
点
で
は
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
で
は
、

少
数
与
党
が
連
立
に
よ
り
回
避
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
表
か
ら
は
ま
た
、

モ
ン
ゴ
ル
以
外
の
ア
ジ
ア
の
大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
に
お

い
て
は
多
党
制
を
採
る
国
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
多
党
制
は
、
ア
メ
リ

キ
ル
ギ
ス
、

カ
型
の
二
大
政
党
制
の
場
合
よ
り
も
、
少
数
与
党
と
な
っ
た
場
合
に
連
立

（四）

を
組
み
や
す
く
し
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

連
立
が
で
き
や
す
い
か
ど
う
か
は
、

い
く
つ
の
政
党
が
存
在
す
る
か
に

大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
二
つ
の
主
要
政
党
し
か
存
在
し
な
い
場
合
で
は
、

単
独
政
党
に
よ
る
与
党
が
形
成
さ
れ
や
す
い
。

23 

一
方
の
多
党
制
に
お
い
て



lま

一
政
党
で
は
過
半
数
が
と
れ
な
い
こ
と
が
二
大
政
党
制
の
場
合
よ
り
も
多
い
の
で
、
政
党
連
立
を
組
む
こ
と
が
多
く
な
る

24 
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（
ロ
甘

E
2｛

H
U
匂申込
N
N
］）
D

さ
ら
に
、
多
党
制
と
な
る
要
因
と
し
て
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
が
、
選
挙
区
定
数
（
一
つ
の
選
挙
区
か
ら

当
選
す
る
候
補
者
数
）
で
あ
る
。
他
の
要
因
を
一
定
と
す
る
と
、
選
挙
区
定
数
が
大
き
い
ほ
ど
政
党
シ
ス
テ
ム
は
多
党
化
し
や
す
い

（わ。
um

［］石市当］）。

ア
ジ
ア
諸
国
で
多
党
化
が
進
ん
で
い
る
国
の
う
ち
平
均
選
挙
区
定
数
が
大
き
い
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
八
）
、
東

チ
モ

l
ル
（
六
五
）
、

ス
リ
ラ
ン
カ
（
一
一
・
五
）
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
（
三
乙
で
あ
る
こ
と
が
表
4
よ
り
わ
か
る
。
議
会
運
営
の
安

い
つ
少
数
政
権
に
転
落
す
る
か
わ
か
ら
な
い
連
立
政
権
よ
り
も
単
独
過
半
数
与
党
の
ほ
う
が
望
ま
し
く
、

そ
の
た
め
に
は
政
党
シ
ス
テ
ム
と
し
て
極
端
な
多
党
化
は
回
避
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
そ
し
て
多
党
化
回
避
の
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
策

定
性
確
保
の
観
点
か
ら
は
、

が
、
選
挙
区
定
数
を
低
く
し
た
選
挙
制
度
の
採
用
で
あ
る
。
先
述
の
四
つ
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
方
向
で
の

制
度
改
革
が
提
案
で
き
る
こ
と
を
結
論
部
分
で
検
討
す
る
。

3 

加
重
後
の
与
党
議
席
率

本
節
第
1
項
、
第
2
項
で
の
分
析
を
踏
ま
え
、
大
統
領
の
党
派
的
権
力
を
測
定
し
た
結
果
を
表
5
に
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、
与

党
・
与
党
連
合
の
議
席
率
に
対
し
、
政
党
規
律
の
弱
い
場
合
、
及
び
連
立
を
形
成
し
て
い
る
場
合
に
は
議
席
率
を
よ
り
低
く
算
定
し

て
い
る
。
政
党
規
律
の
重
み
付
け
に
関
し
て
は
、
冨
包
口
調
何
回
ユ
ロ
m
g白色

ωvgmm立
（
居
宅
V
込
N
匂
）
に
な
ら
い
、
表
3
に
お
い
て
す
べ

て
「
無
」
の
場
合
は
、
三
点
と
も
「
有
」
の
場
合
に
比
べ
て
議
席
率
が
三
分
の
二
低
く
な
る
よ
う
計
算
し
た
。
ま
た
、
連
立
が
組
ま

（却）

れ
て
い
る
場
合
は
、
「
無
」
一
つ
分
に
相
当
す
る
形
で
議
席
率
を
低
下
さ
せ
る
よ
う
計
算
し
た
。
こ
う
し
て
算
出
し
た
の
が
表
5
の

加
重
後
議
席
率
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
、
富
包
口
調
R
Z
m
m
wロ品川
w
v
g
m
R件（
H
8
3込
お
l

お
O

）
に
な
ら
い
、
五
O
%
以
上
を
「
強

四
O
%
以
下
を
「
弱
い
」
と
分
類
し
、
各
国
の
評
価
を
表
に
加
え
た
。

二
O
O
八
年
時
点
に
お
い
て
、
政
党
勢
力
次
元
で
大
統
領
が
「
強
い
」
と
分
類
さ
れ
る
の
は
、
キ
ル
ギ
ス
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
東

い
」
、
五
O
%
以
下
回
O
%
以
上
を
「
あ
る
程
度
強
い
」
、



アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

2008年時点での大統領の「党派的権限j表5

評価

強い

強しミ

強い

強い

強い

強い

強い

ある程度強い

ある程度強い

~fjv• 

加重後議席率

79.0 

62.2 

60.0 

54.4 

54.3 

53.8 

52.4 

45.6 

41. 9 

NIA 

キルギス2007(2007年大統領選挙）

インドネシア2004(2004年大統領選挙）

東チモール2007.6(2007.4/5大統領選挙）

フィリピン下院2007(2004年大統領選挙）

台湾2008(2008年大統領選挙）

モンゴル2008(2005年大統領選挙）

スリランカ2004(2005年大統領選挙）

韓国2008(2007年大統領選挙）

フィリピン上院2007(2004年大統領選挙）

アフガニスタン2005(2004年大統領選挙）

フ
ィ
リ
ピ
ン
下
院
、
台
湾
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
議
会
で
は
、
大
統
領
の
政
策
課
題
は
議
会
に
お
い
て
過
半
数
の
支
持

チ
モ

l
ル、

各国の選挙管理委員会による選挙結果及びアジア動向年報（各年版）をもとに筆者作成。

を
と
り
つ
け
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と
予
測
で
き
る
。
ま
た
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
上
院
の
場
合
は
、
加
重
後
の
議
席
率
が
過
半
数
に
届
い
て
い
な
い
。
い
ず
れ

も
加
重
前
の
議
席
割
合
で
韓
国
は
五

O
%ぎ
り
ぎ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
は
六

O
%程
度
で
あ
る
が
、
政
党
規
律
の
弱
さ
や
連
立
の
た
め
、
大
統
領
の
議
会
で

の
支
持
基
盤
は
磐
石
と
は
い
え
ず
、
大
統
領
は
議
会
で
の
政
策
立
案
に
あ
る
程

度
の
困
難
を
抱
え
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
最
近
の
議
会
に

お
け
る
勢
力
図
で
し
か
な
く
、
選
挙
の
た
び
に
、
あ
る
い
は
連
立
の
成
立
・
崩

壊
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
考
え
方
自
体
は
一
般
的
に
使
用

可
能
な
も
の
で
あ
り
、
検
討
し
た
い
時
期
・
国
に
算
出
方
法
を
適
用
し
て
大
統

領
の
党
派
的
権
限
の
概
要
を
つ
か
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
統
領
・
議
会
関
係
の

第
四
節

見
取
り
図

こ
こ
ま
で
、
大
統
領
に
与
え
ら
れ
て
い
る
憲
法
上
の
権
限
と
、
議
会
に
お
け

る
与
党
勢
力
の
程
度
の
二
つ
を
指
標
と
し
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
大
統
領

の
「
強
さ
」
を
測
定
し
て
き
た
。
二
つ
の
指
標
を
あ
わ
せ
て
検
討
対
象
国
を
位

25 
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置
づ
け
た
も
の
が
図
ー
で
あ
る
。
図
の
左
上
に
位
置
す
る
ほ
ど
大
統
領
は
議
会
に
対
し
て
弱
く
、
右
下
に
移
動
す
る
ほ
ど
強
い
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
示
し
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
二
O
O
八
年
時
点
に
お
け
る
見
取
り
図
で
し
か
な
い
が
、
こ
こ
で
の
測

26 

定
方
法
は
ど
の
時
代
・
国
に
対
し
て
も
応
用
が
可
能
で
あ
る
。

図
ー
よ
り
、
全
体
と
し
て
は
、
二
O
O
八
年
時
点
の
ア
ジ
ア
で
は
、
憲
法
権
限
が
弱
い
場
合
に
は
強
い
党
派
的
権
限
を
も
ち
、
党

派
的
権
限
が
弱
い
場
合
に
は
強
い
憲
法
権
限
を
持
つ
、
と
い
う
形
で
大
統
領
の
権
限
は
相
互
補
完
的
に
あ
る
程
度
強
く
保
た
れ
て
お

り
、
極
端
に
弱
い
大
統
領
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
弱
い
憲
法
権
限
と
強
い
党
派
的
権
限
を
も
っ
組
み
合
わ
せ
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
東
チ
モ

l
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
あ
る
。
だ
が
、
党
派
的
権
限
は
選
挙
に
よ
る
与
党
の
敗
北
や
連
立
再
編
の
結
果
に
よ
り
変
化

す
る
の
で
、
党
派
的
権
限
が
弱
ま
っ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
の
国
の
大
統
領
は
非
常
に
弱
い
存
在
に
な
る
。
こ
の
三
カ
国
は
い
ず
れ

も
政
党
連
立
に
よ
っ
て
与
党
勢
力
過
半
数
が
維
持
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
大
統
領
の
影
響
力
は
連
立
関
係
が
ど
の
程
度
強
固
な

も
の
で
あ
る
か
に
も
依
存
す
る
。
特
に
、
七
政
党
が
連
立
を
構
成
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
の
場
合
は
、
政
党
政
治
を

通
じ
た
大
統
領
の
影
響
力
行
使
が
よ
り
困
難
で
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

中
程
度
に
強
い
憲
法
権
限
と
強
い
党
派
的
権
限
の
組
み
合
わ
せ
が
台
湾
と
モ
ン
ゴ
ル
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
場
合
は
、
共
産
党
を

民
主
化
後
継
承
し
た
革
命
人
民
党
が
一
党
単
独
で
六
O
%
を
占
め
、
ま
た
台
湾
で
は
与
党
国
民
党
の
み
で
す
で
に
六
O
%
を
超
え
る

議
席
率
を
も
ち
、
さ
ら
に
こ
れ
を
含
む
青
色
連
合
（
司

g
l
E
5ゎ
8
5
Zロ
）
と
し
て
は
議
席
の
八
二
%
を
獲
得
し
て
お
り
、
こ
の

状
態
が
続
く
限
り
大
統
領
は
強
い
影
響
力
を
議
会
に
お
い
て
発
揮
で
き
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
。

強
い
憲
法
権
限
と
、
あ
る
程
度
強
い
、
ま
た
は
強
い
党
派
的
権
限
の
組
み
合
わ
せ
が
韓
国
、
キ
ル
ギ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
・
下
院

で
あ
る
。
特
に
キ
ル
ギ
ス
の
場
合
は
二
O
O
七
年
の
選
挙
で
ベ
キ
エ
フ
大
統
領
の
結
成
し
た
政
党
で
あ
る
ア
ク
・
ゾ
ル

（〉
W
l
N
F
S

党
が
単
独
で
八
O
%
近
い
議
席
を
占
め
、
か
つ
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
憲
法
上
の
権
限
も
拒
否
権
、
大
統
領
令
発
布

権
、
議
会
解
散
権
を
含
む
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
大
統
領
の
議
会
に
対
す
る
影
響
力
は
非
常
に
強
い
と
予
測
で
き
る
。
こ



アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

図1 大統領の議会に対する「強さj

（大統領の政策課題を実現できる程度）

強い

大統領の憲法 党派的権限（2008年現在）

上の権限 弱い ある程度強い 強い

インドネシア

~~し E立法権限 東チモール

スリランカ

中程度に強い 台湾

立法権限 モンゴル

強い立法権限 アフガニスタン
韓国 キルギス

フィリピン上院 フィリピン下院

弱い

~~ 

の
場
合
、
大
統
領
の
政
策
課
題
は
迅
速
に
実
施
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、

で
大
統
領
に
よ
る
恋
意
的
な
統
治
が
民
主
主
義
の
基
本
原
理
の
ひ
と
つ
で
あ

（幻）

る
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
。
韓
国
、
フ
ィ 方

リ
ピ
ン
の
場
合
は
、
与
党
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
の
場
合
は
与
党
連
立
）
の
議
席

率
は
過
半
数
を
超
え
て
は
い
る
が
、
政
党
規
律
の
弱
さ
の
た
め
に
大
統
領
は

議
会
多
数
派
の
確
実
な
支
持
を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
強
い
憲
法
権
限
と
弱
い
党
派
的
権
限
と
い
う
組
み

合
わ
せ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
大
統
領
は
議
会
の
与
党
勢
力
に
頼
る
こ
と
が

で
き
ず
、
憲
法
上
の
権
限
に
頼
っ
て
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
。
事

実
、
現
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
は
議
会
を
迂
回
す
る
形
で
政
権
運
営
を
す
る
傾
向

が
あ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
（

5
8
5込
尽
き
p
r
z
o
B
Z円
N
P

N
C
C
斗）。

ま
た
、
図
ー
か
ら
、
政
治
の
対
立
構
造
を
予
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

筆者作成。

冨
包
口
当
mw
江
口
問

ωロ色
ωFcmMW2［

SSσ
一
色
∞
］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

的
に
、
憲
法
上
与
え
ら
れ
た
大
統
領
の
立
法
権
限
が
強
い
場
合
は
、
弱
い
場

合
よ
り
も
大
統
領
と
議
会
と
の
対
立
が
お
こ
り
や
す
い
。
と
い
う
の
も
、
大

統
領
の
政
党
が
議
会
で
過
半
数
を
占
め
て
い
れ
ば
対
立
は
回
避
さ
れ
や
す
い

も
の
の
、
少
数
与
党
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
大
統
領
は
憲
法
権
限
を
利
用
し 般

出所

強

て
立
法
活
動
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
立
法
府
と
し
て
の
議
会
の
存
在
を

27 



7) 

脅
か
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
大
統
領
の
立
法
権
限
が
弱
く
設
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、
議
会
で
与
党
が
多
数
派
で

あ
ろ
う
と
少
数
派
で
あ
ろ
う
と
、
大
統
領
は
議
会
で
の
政
策
決
定
に
関
与
す
る
手
段
を
も
た
な
い
の
で
、
議
会
と
の
関
係
不
安
定
化

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
は
大
統
領
に
与

28 
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は
回
避
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
に
立
つ
と
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
韓
国
、
キ
ル
ギ
ス
、

え
ら
れ
た
立
法
権
限
が
強
い
た
め
、
与
党
勢
力
が
議
会
で
少
数
派
と
な
っ
た
場
合
に
は
議
会
と
大
統
領
が
対
立
す
る
可
能
性
が
高
く

な
る
。
特
に
、
現
時
点
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
大
統
領
に
強
い
立
法
権
限
が
与
え
ら
れ
る
一
方
で
党
派
的
権
限
が
弱
く
、
議
会

と
の
対
立
が
予
測
さ
れ
る
。
実
際
に
も
、
二

O
O
六
年
に
は
大
統
領
の
指
名
し
た
閣
僚
の
う
ち
五
名
が
下
院
の
承
認
を
得
ら
れ
ず
、

こ
れ
ら
の
閣
僚
ポ
ス
ト
は
半
年
関
空
席
の
ま
ま
で
あ
っ
た
（
ア
ジ
ア
動
向
年
報
、
二

O
O
六
年
）
。
そ
の
一
方
で
、
議
会
に
お
い
て
与

党
勢
力
が
強
い
キ
ル
ギ
ス
、
韓
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
場
合
は
、
大
統
領
と
議
会
と
い
う
レ
ベ
ル
で
の
対
立
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

大
統
領
の
恋
意
的
な
統
治
を
許
す
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
さ
ら
に
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
に
あ
る
よ
う
に
、
政
治
対
立
の
ア
リ
1

ナ
は
議
会
か
ら
「
街
角
」
に
移
行
し
が
ち
で
あ
る
。
与
党
勢
力
が
議
会
下
院
の
多
数
派
を
・
占
め
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
ア
ロ
ヨ
大
統

領
の
選
挙
汚
職
疑
惑
や
人
権
侵
害
に
対
し
、
度
重
な
る
辞
任
要
求
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
マ
ニ
ラ
首
都
圏
を
中
心
に
お
こ
な
わ

れ
、
二

O
O
六
年
二
月
に
は
国
家
非
常
事
態
宣
言
が
だ
さ
れ
る
ま
で
事
態
は
悪
化
し
た
。
こ
の
事
例
は
、
大
統
領
の
憲
法
権
限
と
党

派
的
権
限
が
両
方
と
も
強
い
場
合
に
は
、
議
会
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
働
か
ず
、
反
対
勢
力
は
街
頭
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
手
段
に
訴
え
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
党
派
的
権
限
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
ろ
う
と
、

大
統
領
が
強
い
憲
法
権
限
を
有
す
る
制
度
で
は
政
治
が
不
安
定
化
し
や
す
い
こ
と
が
ア
ジ
ア
の
事
例
か
ら
も
伺
え
る
。

で
は
、
翻
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
大
統
領
の
立
法
権
限
が
強
い
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
冨
包
口
当

R
E
m
g色

ωFcmm
ユ［
HUSσ

日

九

日

ω
O
］
は
、
与
党
の
政
党
規
律
が
弱
く
、
か
つ
過
半
数
を
占
め
な
い
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
大
統
領
が
憲
法
制
定

に
関
し
て
影
響
力
を
も
っ
場
合
に
立
法
権
限
が
強
化
さ
れ
や
す
い
、
と
分
析
す
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
の
事
例
は
、
ま

（

m）
 

さ
に
こ
の
論
理
が
あ
て
は
ま
る
。
二

O
O
四
年
一
月
に
発
効
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
新
憲
法
で
は
、
暫
定
政
権
大
統
領
で
あ
っ
た



カ
ル
ザ
イ
大
統
領
が
草
案
作
成
当
初
よ
り
強
い
大
統
領
制
を
主
張
し
て
い
た
。
二

O
O
三
年
よ
り
開
催
さ
れ
た
制
憲
議
会
で
あ
る

「ロ

l
ヤ
・
ジ
ル
ガ
」
を
構
成
し
た
の
は
、
各
県
代
表
三
四
四
名
、
難
民
、
遊
牧
民
、
移
民
、
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
徒
、
ス
ィ
ク
教
徒
の

代
表
あ
わ
せ
て
四
二
名
、
女
性
代
表
六
二
名
に
加
え
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
の
指
名
す
る
五

O
名
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
な
内
容
、
特

（お）

に
大
統
領
の
権
限
に
関
し
て
は
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
の
意
向
に
従
う
形
と
な
っ
た
。
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
が
大
統
領
に
強
い
権
限
を
付

与
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
背
景
に
は
、
（
二

O
O
四
年
一

O
月
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
た
大
統
領
選
挙
に
自
ら
が
勝
利
す
る
こ
と
を
見
越

し
た
う
え
で
）
二

O
年
に
及
ぶ
内
戦
で
政
党
政
治
が
機
能
せ
ず
各
地
方
の
「
軍
閥
」
が
政
治
的
影
響
力
を
も
っ
状
況
に
か
ん
が
み
、

政
権
運
営
に
あ
た
っ
て
大
統
領
令
や
拒
否
権
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
キ
ル
ギ
ス
に
お
い
て
も
、
一

九
九
一
年
に
大
統
領
選
挙
に
勝
利
し
た
ア
カ
エ
フ
の
主
導
の
も
と
で
一
九
九
三
年
に
新
憲
法
が
制
定
さ
れ
た

S
E
2
8ロ
S
S）。

アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

キ
ル
ギ
ス
に
お
い
て
は
共
産
党
一
党
支
配
時
代
の
影
響
か
ら
政
党
規
律
は
強
い
と
み
な
さ
れ
る
も
の
の
、
憲
法
制
定
時
に
は
ア
カ
エ

フ
大
統
領
の
「
わ
れ
わ
れ
の
国
」
党
は
議
会
で
は
少
数
派
で
、
共
産
党
が
圧
倒
的
に
強
い
状
態
で
あ
っ
た
（
ア
ジ
ア
動
向
年
報
、
一

九
九
三
・
一
九
九
四
年
）
。
こ
の
た
め
ア
カ
エ
フ
大
統
領
は
共
産
党
が
独
占
す
る
議
会
に
対
抗
す
る
強
い
権
限
を
必
要
と
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
後
も
、
キ
ル
ギ
ス
で
は
、
議
会
が
政
府
の
承
認
な
し
に
予
算
審
議
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
加
え
ら

れ
た
大
統
領
主
導
の
改
正
案
が
一
九
九
八
年
に
国
民
投
票
で
批
准
さ
れ
、
大
統
領
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
い
る
（
ア
ジ
ア
動
向
年
報
、

（

M
）
 

一
九
九
八
年
）
。

結

論

本
稿
で
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
大
統
領
の
議
会
に
対
す
る
「
強
さ
」
を
共
通
の
枠
組
の
も
と
で
比
較
検
討
し
た
。
こ
こ
で
い

う
強
さ
と
は
、
大
統
領
の
政
策
課
題
を
団
法
と
い
う
形
で
成
立
さ
せ
ら
れ
る
程
度
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て

29 
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富
包
ロ
項
目
w
江
口

m
mロ円四
ωFcmmE｛

H
S斗
］
に
な
ら
っ
た
二
次
元
の
枠
組
を
用
い
た
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
上
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
立

法
に
関
す
る
権
限
を
ひ
と
つ
の
次
元
、
大
統
領
の
政
党
（
与
党
）
が
議
会
議
席
に
占
め
る
割
合
に
関
す
る
党
派
的
権
限
を
も
う
ひ
と

つ
の
次
元
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
程
度
を
測
定
し
た
。
前
者
に
関
し
て
は
、
包
括
拒
否
権
、
部
分
拒
否
権
、
大
統
領
令
発
布
の
権
利
、

予
算
審
議
に
関
す
る
規
制
、
国
民
投
票
発
議
権
、
議
会
の
解
散
権
の
有
無
を
も
っ
て
測
定
し
、
後
者
は
、
与
党
勢
力
を
構
成
す
る
政

党
の
規
律
、
及
び
連
立
の
有
無
を
勘
案
し
た
う
え
で
の
与
党
勢
力
の
議
席
占
有
率
で
測
定
し
た
。
こ
の
二
次
元
を
用
い
た
測
定
は
ラ

30 

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
制
に
対
し
て
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
大
統
領
に
関
し
て
の
も
の
は
こ
れ
が
最

初
の
試
み
で
あ
る
。

測
定
の
結
果
、
現
時
点
（
二

O
O
八
年
）
で
は
次
の
よ
う
な
状
況
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
き
た
。
全
体
と
し
て
は
、
大
統
領
の
憲
法

上
の
立
法
権
限
が
弱
い
際
に
は
党
派
的
権
限
が
強
く
、
逆
の
場
合
に
は
党
派
的
権
限
が
弱
い
、
と
い
う
相
互
補
完
的
な
形
で
大
統
領

の
強
さ
は
あ
る
程
度
保
た
れ
て
お
り
、
二
側
面
両
方
に
お
い
て
弱
い
大
統
領
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
う
ち
、
弱
い
憲
法
権
限
と
強
い

党
派
的
権
限
の
組
み
合
わ
せ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
東
チ
モ

l
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
あ
る
。
台
湾
・
モ
ン
ゴ
ル
の
大
統
領
は
、
憲
法
権

限
は
中
程
度
に
強
い
の
み
で
あ
る
が
、
強
い
党
派
的
権
限
を
も
っ
。
韓
国
、
キ
ル
ギ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
・
下
院
で
は
、
大
統
領
は

強
い
憲
法
権
限
を
も
っ
と
同
時
に
、
あ
る
程
度
以
上
に
強
い
党
派
的
権
限
も
備
え
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
強
い
憲
法
権
限

と
弱
い
党
派
的
権
限
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
両
次
元
は
、
そ
れ
ぞ
れ
補
う
あ
う
形
で
大
統
領
の
議
会
で
の
影
響
力
の
源
泉
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
二
次
元
軸
の
う
ち
、
憲
法
権
限
は
憲
法
改
正
が
な
い
限
り
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
が
、
党
派
的

権
限
は
選
挙
に
よ
る
議
席
配
分
の
変
化
や
連
立
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
そ
の
強
弱
が
変
化
す
る
た
め
時
期
的
に
変
化
す
る
も
の
の
、

本
稿
で
示
す
測
定
方
法
そ
れ
自
体
は
国
や
時
期
を
問
わ
ず
応
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

上
記
の
結
果
を
、
大
統
領
の
憲
法
権
限
が
あ
る
程
度
以
上
に
強
い
場
合
は
議
会
と
大
統
領
が
対
立
し
や
す
い
た
め
政
治
的
不
安
定

を
招
く
、
と
い
う
一
般
的
議
論
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
韓
国
、
キ
ル
ギ
ス
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
制
度
デ
ザ
イ
ン



は
「
望
ま
し
く
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
翻
っ
て
、

で
は
な
ぜ
大
統
領
に
強
い
権
限
を
与
え
る
憲
法
が
で
き
あ
が
る
の
か

（
あ
る
い
は
そ
の
逆
と
な
る
の
か
）
、
と
い
う
点
が
重
要
な
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
。
こ
れ
に
関
し
、
本
稿
で
は
暫
定
的
な
分
析
し

アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

か
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
シ
ュ
ガ
ー
ト
ら
の
、
制
憲
過
程
に
現
職
大
統
領
の
意
向
が
強
く
反
映
す
る
場
合
に
強
い
も

の
が
で
き
る
、
と
い
う
議
論
が
ア
ジ
ア
の
事
例
か
ら
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
よ
り
詳
細
な
研
究
が
今
後
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
統
領
の
憲
法
権
限
が
い
っ
た
ん
強
く
設
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
を
弱
め
る
こ
と
は
（
大
統
領
の
反
対
に

あ
う
た
め
）
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
議
会
や
そ
の
他
の
機
関
の
権
限
を
強
め
て
大
統
領
の
影
響
力
を
相
対
的
に
弱
め
る
と
い
う

方
向
で
の
制
度
改
革
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
の
運
営
に
あ
た
っ
て
研
究
者
間
で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
あ
る
「
問
題
点
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

次
の
よ
う
な
制
度
改
革
が
提
言
で
き
る
。
第
一
が
、
多
党
制
の
問
題
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
与
党
が
議
会
で
少
数
派
の
場
合
に
連
立

を
組
む
こ
と
で
多
数
派
形
成
を
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
分
析
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
連
立
は
単
独
過
半
数

の
場
合
よ
り
も
不
安
定
で
あ
り
議
会
運
営
の
安
定
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
連
立
を
組
む
こ
と
に
な
る
原
因
が
多
党
制
で
あ
り
、

大
統
領
制
・
半
大
統
領
制
と
多
党
制
と
は
「
困
難
な
組
み
合
わ
せ
」
（
冨
巴
ロ
巧
R
E
m
H匂
匂

ω
）
と
さ
れ
て
い
る
。
翻
っ
て
、
多
党
制
を

招
く
要
因
と
し
て
重
要
な
も
の
が
選
挙
区
定
数
（
一
つ
の
選
挙
区
か
ら
当
選
す
る
候
補
者
数
）
で
あ
り
、
選
挙
区
定
数
が
大
き
い
ほ
ど

多
党
化
し
や
す
い
お

R
H
3
3
0
ア
ジ
ア
諸
国
の
多
党
化
が
進
ん
で
い
る
国
の
う
ち
選
挙
区
定
数
が
大
き
い
の
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

（お）

ア
（
八
）
、
東
チ
モ

l
ル
（
六
五
）
、
ス
リ
ラ
ン
カ
（
一
一
・
五
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
上
院
（
一
二
）
で
あ
る
（
表
4
参
照
）
。
こ
れ
ら
の
国

に
お
い
て
は
、
選
挙
区
定
数
の
よ
り
小
さ
い
選
挙
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
で
多
党
化
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
が
、
政
党
規
律
の
問
題
で
あ
る
。
政
党
規
律
が
弱
い
場
合
、
つ
ま
り
政
党
リ
ー
ダ
ー
が
党
員
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
場

合
、
大
統
領
は
政
党
リ
ー
ダ
ー
に
頼
っ
て
議
会
で
の
立
法
を
お
こ
な
え
ず
、
個
々
の
議
員
と
の
パ
ト
ロ
ネ
l
ジ
（
物
質
的
な
便
益
）

の
や
り
と
り
を
通
じ
て
政
策
が
決
ま
る
傾
向
と
な
る
た
め
、
政
策
決
定
過
程
は
「
非
効
率
的
」
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
政
党
規
律
が
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7) 

強
す
ぎ
る
こ
と
が
政
策
過
程
を
硬
直
化
す
る
と
し
て
問
題
祝
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
政
党
規
律
が
弱
い
こ
と
の
弊
害
は
民
主
主
義

の
運
営
一
般
に
際
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
問
題
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
本
稿
で
は
い
く
つ
か
の
国
で
選
挙
制
度
の
あ
り
方
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が
政
党
規
律
を
弱
め
る
よ
う
働
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
は
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
採
用
さ
れ
て
い
る
単
記
非
移
譲

フ
ィ
リ
ピ
ン
下
院
の
小
選
挙
区
制
、
向
上
院
の
ブ
ロ
ッ
ク
投
票
制
で
あ
る
（
表
3
参
照
）
。
こ
れ
ら
に

対
し
、
政
党
規
律
を
強
め
る
よ
う
に
働
く
名
簿
式
比
例
代
表
制
を
部
分
的
に
で
も
（
す
な
わ
ち
、
小
選
挙
区
・
比
例
代
表
併
用
制
と
い

う
形
と
し
て
）
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
政
党
規
律
の
高
い
シ
ス
テ
ム
と
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

式
投
票
制
（
中
選
挙
区
制
）
、

最
後
に
、
す
で
に
何
度
か
言
及
し
た
こ
と
を
繰
り
返
す
と
、
本
稿
で
の
議
論
は
あ
く
ま
で
骨
組
み
の
レ
ベ
ル
の
検
討
で
あ
る
。

個
々
の
国
の
大
統
領
・
議
会
関
係
で
は
、
よ
り
多
く
の
、
よ
り
細
か
い
レ
ベ
ル
の
要
因
が
そ
の
あ
り
か
た
を
左
右
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
詳
細
に
入
り
込
む
と
、
今
度
は
逆
に
全
体
の
構
造
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
本
稿
の
役
割
は
、

い
わ
ば
森
の
全
体
像
を
太
い
筆
で
描
く
こ
と
に
あ
り
、
木
々
の
レ
ベ
ル
の
詳
細
な
検
討
で
は
な
い
。
詳
細
に
関
し
て
は
今
後
の
研
究

に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

（1
）
大
統
領
と
議
会
と
の
選
好
の
ず
れ
は
、
大
統
領
が
全
国
区
か
ら
選
出
さ
れ
る
の
に
対
し
、
議
会
議
員
が
通
常
地
方
ご
と
に
分
け
ら
れ

た
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
国
民
全
体
か
ら
の
付
託
（

B
S念
宮
）
を
受
け
る
大

統
領
は
全
国
民
に
対
す
る
公
共
財
の
提
供
を
め
ざ
す
選
好
を
も
ち
、
一
方
地
方
の
選
挙
区
の
有
権
者
か
ら
付
託
を
受
け
る
議
員
は
選
挙
区

民
に
対
す
る
利
益
誘
導
を
し
よ
う
と
す
る
選
好
を
も
っ
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
基
本
形
」
に
す
ぎ
ず
、
両
者
の
選
好
が
一
致
す

る
傾
向
を
み
せ
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、
公
共
財
提
供
を
志
向
し
、
高
い
規
律
を
も
っ
政
党
に
よ
り
大
統
領
と
議
会
多
数
派
の
両
方
が

構
成
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
よ
り
詳
細
な
、
選
好
が
一
致
し
や
す
い
条
件
に
関
し
て
は
、

ωFcmm一
2
8島

岡
山

mmmmwE｛

N
C
C
H

一∞
Mlum］を

参
照
（
同
論
文
に
お
い
て
は
「
選
好
」
で
は
な
く
「
目
的
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、
実
際
上
は
同
一
視
で
き
る
）
。
ま
た
、
選
好

の
一
致
・
不
一
致
の
問
題
は
本
稿
に
お
け
る
「
党
派
的
権
限
」
と
本
質
的
に
は
同
じ
問
題
を
指
し
て
い
る
。
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
大
統
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領
と
議
会
の
選
好
の
一
致
度
が
高
い
と
は
、
す
な
わ
ち
大
統
領
の
党
派
的
権
限
が
強
い
場
合
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（2
）
民
主
化
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
リ
ン
ス
は
、
一
九
九
0
年
代
初
頭
よ
り
、
大
統
領
制
は
議
院
内
閣
制
に
比
べ
る
と
民
主
主
義
体
制

の
崩
壊
を
招
き
や
す
い
と
い
う
議
論
を
展
開
し
た
（
F
E
N
S色
〈
巳

g
N
C
O
E
［
邑
宏
］
［
邦
訳
二

O
O
三
］
）
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
筆
頭

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
大
統
領
制
に
お
い
て
は
議
会
と
大
統
領
と
い
う
正
統
性
を
も
っ
機
関
が
二
重
に
存
在
す
る
た
め
議
会
運
営
が

ゆ
き
づ
ま
り
や
す
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
は
、
大
統
領
選
挙
は
「
勝
者
一
人
勝
ち
」
の
制
度
で
あ
る
た
め
少
数

者
を
排
除
し
て
し
ま
う
、
大
統
領
は
任
期
途
中
で
の
解
任
が
困
難
な
た
め
政
治
運
営
が
柔
軟
に
お
こ
な
え
な
い
、
な
ど
が
あ
る
。
一
方
で
、

大
統
領
制
擁
護
の
筆
頭
が
、
ω
H
H

ロ
mm－
2
8品
。
包
括
可
［

H
S
N］
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
大
統
領
制
の
よ
り
優
れ
た
点
と
し
て
、
議
会
選
挙
と

大
統
領
選
挙
と
い
う
よ
り
多
く
の
選
択
の
場
を
有
権
者
に
提
供
す
る
、
だ
れ
が
執
政
府
の
長
の
候
補
で
あ
る
か
が
選
挙
前
に
明
確
で
あ
る
、

な
ど
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
リ
ン
ス
ら
が
批
判
し
た
大
統
領
制
の
「
デ
メ
リ
ッ
ト
」
に
関
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
極
端
な
事
例
を
も
と
に
作
ら

れ
た
議
論
で
あ
り
、
実
際
の
大
統
領
制
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
問
題
と
な
る
こ
と
が
少
な
い
と
議
論
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
争
に
対
し
、

そ
の
是
非
を
実
証
的
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
多
く
の
実
証
研
究
を
生
ん
だ
が
（
。
h
・
2
8
8
8品
ω
E各
［
H
3
2
一
早
見
当
。
B
E
Z

包・［
N
8
0
］一。

zscσ
［N
C
C
斗
｝
）
、
研
究
者
の
間
で
ど
の
体
制
類
型
が
よ
り
よ
い
か
に
関
す
る
明
確
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
い
ま
だ
に
存
在

し
な
い
。

（3
）
ア
メ
リ
カ
政
治
研
究
に
お
い
て
、
大
統
領
・
議
会
関
係
の
分
析
は
豊
富
な
研
究
蓄
積
を
も
つ
が
、
こ
こ
で
は
多
国
間
比
較
分
析
を
対

象
と
し
て
い
る
の
で
ア
メ
リ
カ
政
治
の
研
究
状
況
は
検
討
対
象
と
し
て
い
な
い
。

（4
）
例
え
ば
、
川
中
［
二

O
O
四
］
、
の
『

g
g
E
お
き
ω］
。
日
本
語
で
、
ま
た
本
稿
と
か
な
り
類
似
の
観
点
か
ら
、
大
統
領
・
議
会
関
係

の
先
行
研
究
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
に
、
辻
［
二

O
O
六
］
が
あ
る
。

（5
）
大
統
領
制
の
観
点
か
ら
日
本
の
地
方
政
府
を
検
討
し
た
も
の
に
、
辻
［
二

O
O
二
］
が
あ
る
。

（6
）
こ
の
三
類
型
以
外
の
類
型
化
と
し
て
は
、
以
下
が
あ
る
o
m
v
z
m
m
・－
mロ
色
わ

m
g可［
H
S
N］
は
大
統
領
制
、
議
院
内
閣
制
に
加
え
、

大
統
領
・
首
相
制
（
胃
g
E
S
E
m－
－
官
。
宮
町
2
3
Z
B）
、
首
相
・
大
統
領
制
（
官
。
宮
町
円
l
司

B
a号
己
EEω
自
）
と
い
う
四
類
型
を
提

示
し
て
い
る
。
前
者
で
は
、
大
統
領
が
首
相
・
内
閣
を
選
ぶ
が
、
そ
の
罷
免
の
権
限
は
議
会
の
み
に
属
す
る
。
後
者
で
は
任
命
権
限
は
大

統
領
が
も
つ
が
、
罷
免
に
関
し
て
は
大
統
領
と
議
会
の
両
方
が
そ
の
権
限
を
も
ち
、
権
限
が
大
統
領
と
議
会
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
。

ω
E
B民［
Ngω
］
は
大
統
領
の
権
限
の
強
さ
を
基
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
か
ら
7
の
7
類
型
を
提
案
す
る
。
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（7
）

巴

m

－o｛Nccm
一HON］
は
、
韓
国
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
半
大
統
領
制
と
し
て
い
る
。
韓
国
の
場
合
は
∞
Fgmω
巳［
N
8
2
の
定
義
を

あ
て
は
め
る
と
明
確
に
大
統
領
制
と
分
類
で
き
る
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
場
合
は
多
少
暖
昧
な
部
分
が
残
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
大
統
領

は
、
厳
密
に
は
議
会
で
の
予
算
審
議
に
お
い
て
予
算
額
の
上
限
を
設
定
で
き
る
と
い
う
立
法
権
限
を
も
っ
（
〉
1
・NN（V
）
）
。
し
か
し
こ
れ

は
他
の
半
大
統
領
制
に
お
け
る
大
統
領
が
も
っ
権
限
に
比
べ
る
と
か
な
り
弱
い
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
な
立
法
・
執
政
活
動
は
首
相
及
び

そ
の
内
閣
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
議
院
内
閣
制
と
し
た
。

（8
）
ピ
甘

E
1｛巴∞
N
］
、
の
包
含
ω
［

5
8］
も
同
様
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

（9
）
例
え
ば
、

ω
F
c
m
m
2
8仏
国
ω
m
m
m
E［

NCCH］
は
、
議
会
・
大
統
領
関
係
を
、
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
憲
法
上
の
権
限
の
強
さ
と
、

制
度
が
っ
く
り
だ
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
構
造
の
議
離
の
程
度
（

ω
8
R巳
芯
ロ
え
司
ロ
弓
8
0）
の
二
つ
を
軸
に
分
析
す
る
枠
組
を
提
示
し

て
い
る
。
前
者
は
本
稿
に
お
け
る
憲
法
上
の
権
限
、
後
者
は
党
派
的
権
限
と
同
等
の
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
大
統
領
、

議
会
以
外
の
制
度
を
含
め
た
よ
り
包
括
的
な
分
析
枠
組
と
し
て
、
拒
否
権
プ
レ
ー
ヤ
ー
枠
組

3
2
Z
E［

NOON］
）
、
本
人
・
代
理
人
モ

デ
ル
（
冨

g
［
昌
也

ω］
）
が
あ
る
。

（
叩
）
以
下
で
引
用
す
る
各
国
の
憲
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二

O
O
八
年
時
点
で
の
条
文
を
対
象
と
し
て
い
る
。

（日）

ω
F
c
m
m
・－
mロ色。
ω円
。
可
［
忌
也

N｝
と

ω
F
c
m
m
ユ
S
仏
国
m
m
m
m
w
a
［
NCCH］
の
主
な
違
い
は
、
前
者
で
は
尺
度
を
0
か
ら

4
と
し
、
予
算

に
関
す
る
権
限
を
ひ
と
つ
の
独
立
し
た
指
標
項
目
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者
で
は
0
か
ら
2
の
尺
度
を
用
い
、
予
算
に
関
す
る
権
限

を
一
部
政
策
領
域
に
お
け
る
独
占
的
法
案
提
出
権
に
含
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
で
は
含
ま
れ
て
い
た
国
民
投
票
に
関
す
る
権

限
は
後
者
で
は
抜
け
落
ち
て
い
る
が
、
こ
の
権
限
も
立
法
過
程
に
お
け
る
議
会
・
大
統
領
関
係
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

本
稿
で
は
こ
れ
を
含
め
て
い
る
。
ま
た
本
稿
で
は
、
大
統
領
の
み
に
与
え
ら
れ
た
一
部
の
政
策
分
野
に
お
け
る
独
占
的
法
案
提
出
権
の
な

か
で
も
、
予
算
に
関
す
る
独
占
的
権
限
を
特
に
と
り
あ
げ
、
予
算
提
出
権
は
削
除
す
る
。
と
い
う
の
も
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
す
べ
て
の
大
統

領
が
予
算
提
出
権
を
も
つ
の
で
、
同
値
に
し
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一
部
の
政
策
分
野
の
う
ち
予
算
に
特
化
す
る
の
は
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
の
よ
う
に
軍
や
貿
易
政
策
な
ど
予
算
以
外
の
分
野
で
独
占
的
な
法
案
提
出
権
を
も
っ
大
統
領
は
ア
ジ
ア
に
は
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
測
定
方
法
を
使
用
・
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、

ωFcmmw浮
き
内
田
富
山
昆
ロ
割
問
江
口
問
［

H
U
S
H
冨
2

8ロ
［
NCCC］

が
あ
る
。

（
ロ
）
こ
の
点
を
批
判
す
る
の
g
s
g
σ
［

NCC？
S
l戸
田
］
は
、
拒
否
権
と
予
算
法
案
提
出
権
に
関
し
て
の
み
、
よ
り
厳
密
な
測
定
方
法
を
提
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アジアにおける大統領・議会関係の比較分析に向けて

案
し
て
い
る
。

（
日
）
よ
り
厳
密
に
は
、
議
会
定
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
と
す
る
場
合
と
、
当
日
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
と
す
る
場
合
の

二
種
類
が
あ
る
が
、

ωFgmm
ユ
g
仏
国

ω
m
m
m
E［

N
C
C
H
］
の
測
定
方
法
に
従
い
、
こ
こ
で
は
こ
の
点
を
区
別
し
な
い
。

（
凶
）
こ
こ
で
の
「
議
会
」
は
、
国
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
た
、
主
要
な
立
法
機
能
を
果
た
す
機
関
を
対
象
と
し
て
い
る
。
分
析
対
象
諸
国
の

な
か
に
は
二
院
制
を
採
る
が
第
二
院
は
国
民
か
ら
直
接
選
ば
れ
て
い
な
い
議
員
の
割
合
が
高
い
も
の
が
あ
り
、
分
析
に
は
加
え
て
い
な
い
。

具
体
的
に
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
上
院
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
上
院
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
、
大
統
領
の
支
持
す
る
法
案
が
立
法
化
さ
れ
や

す
い
程
度
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
院
制
か
二
院
制
か
の
違
い
も
あ
る
程
度
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ツ
ベ
リ
ス
（
吋
ωovo

－－ω

［

N
O
O
N
］
）
の
拒
否
権
プ
レ
ー
ヤ
ー
枠
組
に
則
れ
ば
、
一
院
制
の
ほ
う
が
二
院
制
よ
り
も
拒
否
権
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
数
が
減
る
の
で
大
統
領
の

法
案
の
立
法
化
が
容
易
で
あ
り
、
大
統
領
は
二
院
制
で
の
ほ
う
が
「
よ
り
強
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
個
々
の
議

院
と
大
統
領
の
関
係
に
焦
点
を
絞
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
日
）
ま
た
、
こ
の
場
合
、
法
案
は
可
決
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
あ
た
っ
て
大
統
領
は
個
々
の
議
員
と
パ
ト
ロ
ネ
l
ジ
（
物
質
的

便
宜
供
与
）
を
通
じ
て
交
渉
す
る
こ
と
に
な
り
、
政
策
決
定
過
程
が
よ
り
非
効
率
的
な
も
の
と
な
る
（
冨
包
口
当
R
E
m
g仏
∞
｝

E
m
m江

口

σ庄
一
色
申
］
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
富
巳
ロ
者
向
宮
崎

ωロ色
ωFcmm

・－［5Sσ
込
N
O
］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
政
党
規
律
が
「
強
す
ぎ
る
」
場

合
に
は
、
議
会
の
役
割
は
形
骸
化
し
て
し
ま
い
、
大
統
領
制
に
お
け
る
議
会
と
執
政
府
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・
バ
ラ
ン
ス
の
関
係
が
機
能

し
な
く
な
る
と
い
う
弊
害
も
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
留
意
点
と
し
て
、
政
党
リ
ー
ダ
ー
と
大
統
領
と
の
聞
に
対
立
が
あ
る
場
合
に
は
、
強

い
政
党
規
律
は
大
統
領
の
議
会
で
の
影
響
力
を
逆
に
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
野
党
が
議
会
の
過
半
数
を
占
め
る
分
割
政
府
状
態
の

場
合
に
は
、
政
党
規
律
が
弱
い
ほ
う
が
大
統
領
は
個
々
の
議
員
と
の
交
渉
で
支
持
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
よ
り
容
易
に
な
る
の
で
、
影
響

力
を
行
使
し
や
す
い
。

（
時
）
こ
の
制
度
は
、
日
本
の
中
選
挙
区
制
に
相
当
す
る
。
中
選
挙
区
下
で
の
自
民
党
の
党
組
織
と
し
て
の
凝
集
性
の
低
さ
を
分
析
し
た
研

究
に
何
m
B
8
3
2
5島
問
。
ω
g
E
E
F
［忌∞
ω］
が
あ
る
。

（
口
）
し
か
し
こ
の
よ
う
な
候
補
者
が
議
席
を
得
る
に
は
、
そ
の
選
挙
区
に
お
い
て
一

O
%以
上
の
得
票
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
制

限
が
あ
り
、
実
際
に
当
選
す
る
の
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。

（
時
）
こ
れ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

n
g丸
善
な
弓
ミ
。
（
E
2
E
m
v
z
s
e
e
F
冨
包
ロ

dg江口
m
mロ色
g
g
m
m
ユ［
H
S言
い
お
印
］
）
と
同
様
の
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7) 

も
の
で
あ
る
。
こ
の
慣
習
の
詳
細
は
同

g
Z
3
［
N
g∞－
n
F
8・3
を
参
照
。

（
ゆ
）
多
党
制
で
あ
っ
て
も
各
政
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
が
離
れ
て
い
れ
ば
連
立
を
組
む
こ
と
が
よ
り
困
難
に
な
る
が
、
実
際
に
連
立
が

組
ま
れ
て
い
る
状
況
か
ら
み
る
限
り
、
連
立
を
組
め
な
い
ほ
ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
距
離
が
あ
る
政
党
シ
ス
テ
ム
は
分
析
対
象
国
に
は
存
在

し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
却
）
「
有
／
無
」
の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
は
0
・
切
と
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
数
式
は
、
冨
巴
ロ
4
3ユロ
m
mロ品
ωFcmm立［
F
Eい
お
む
｝
に
あ
る
よ

う
に
、
（
掛
詞
梯
）
×
H
I
C
・
ロ
（
「
浦
」

3
国
津
）
と
な
る
。
連
立
の
有
無
に
関
す
る
加
重
方
式
で
は
、
こ
こ
で
は
単
純
化
を
優
先
し

「
ど
の
よ
う
な
」
連
立
で
も
同
じ
加
重
と
し
た
が
、
よ
り
精
般
に
す
る
に
は
、
連
立
構
成
政
党
数
を
勘
案
す
る
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ

る。
（れ）

0

．u。ロロ
o口［

5
8］
は
、
大
統
領
に
よ
る
、
議
会
・
司
法
や
市
民
を
無
視
し
た
怒
意
的
な
統
治
を
「
委
任
民
主
主
義
（
色
色
。
尚
昆
Z
O

品。目。。

B
の
可
）
と
名
づ
け
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
一
部
で
こ
の
よ
う
な
統
治
形
態
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
民
主
主
義
の
定
着
を
阻
む

と
し
て
警
告
し
て
い
る
。
キ
ル
ギ
ス
の
場
合
も
こ
れ
に
類
似
す
る
状
態
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
辺
）
韓
国
の
事
例
も
大
統
領
主
導
型
と
い
え
る
（
憲
法
改
正
過
程
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
動
向
年
報
、
一
九
八
六
・
一
九
八
七
年
を
参

照
）
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
事
例
は
、
制
憲
委
員
会
は
ア
キ
ノ
大
統
領
の
指
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
が
、
憲
法
起
草
過
程
に
お
い
て
大
統
領
の

意
向
が
強
く
働
い
て
い
た
と
の
報
道
は
み
あ
た
ら
ず
、
大
統
領
主
導
型
と
は
言
い
が
た
い
（
ア
ジ
ア
動
向
年
報
、
一
九
八
六
・
一
九
八
七

年
を
参
照
）
。

（
お
）
大
統
領
へ
の
権
限
の
集
中
に
反
対
し
た
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
イ
ン
（
イ
ス
ラ
ム
聖
戦
士
を
名
乗
る
グ
ル
ー
プ
）
各
派
へ
の
対
応
と
し
て
、
州

へ
の
権
限
委
譲
、
副
大
統
領
を
二
人
と
す
る
、
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た
（
ア
ジ
ア
動
向
年
報
、
二

O
O
四
年
）
。

（M
）
一
方
、
シ
ュ
ガ
ー
ト
ら
（
ωvcmm立
ωロ
品
。
包
括
可
［
居
申
N
w
n
F
m
Z
2
2一一言包ロ
4
3ユロ
m
mロ色
ω日

g
m
m江
口
∞
笥
σ
“
お
O
l
お品］一

ωFcmm－1
［H
U
m
－
∞
］
）
は
ま
た
、
大
統
領
の
権
限
が
弱
い
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
要
因
に
つ
い
て
も
分
析
を
加
え
て
い
る
。
彼
ら
に
よ
れ
ば
、

規
律
の
高
い
政
党
が
憲
法
制
定
過
程
を
主
導
す
る
と
、
そ
の
政
党
は
議
会
過
程
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
と
予
測
す
る
の
で
大
統
領
に

強
い
権
限
を
与
え
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
イ
ブ
が
働
か
な
い
。
大
統
領
の
憲
法
権
限
を
弱
く
設
定
し
て
い
る
東
チ
モ
l
ル
、
モ
ン
ゴ
ル

の
事
例
は
こ
の
議
論
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
二

O
O
二
年
に
発
効
し
た
東
チ
モ

I
ル
の
憲
法
は
、
二

O
O
一
年
に
選
挙
で
選
ば
れ
た

制
憲
会
議
（
。
。
ロ
ω
t
g
o
E
K
F
8
0
5
E可
）
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
が
、
こ
の
会
議
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
の
が
フ
レ
テ
リ
ン
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